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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　１又は複数の医療機関において、複数の患者について、患者ごとに第１の作業者から依

頼された骨の画像検査において撮像された個々の画像について第２の作業者が読影した結

果を記したテキストデータを、前記画像と、患者情報を示すデータと、臨床所見を示すデ

ータとを紐付けて格納することにより構築された画像情報データベースから、前記結果を

記したテキストデータ内に存在する骨内腫瘍に関連するテキストデータに基づいて、骨内

腫瘍に関連する画像を抽出する第１の工程であって、

　　前記第２の作業者による前記画像の読影は、第１の作業者からの読影依頼の有無にか

かわらず行われ、前記骨内腫瘍に関連する画像の抽出が、所定期間内に画像情報データベ

ースに格納された画像に対して行われる、

第１の工程と、

　第３の作業者が第１の工程で抽出された画像を読影した結果に基づいて抽出した、又は

人工知能が第１の工程で抽出された画像を判定して抽出した骨関連事象を引き起こす可能

性を疑った患者の、前記画像情報データベースに格納された患者情報を示すデータと、前

記読影した画像と、前記画像の読影結果を示すデータとを提示する第２の工程を含む、

コンピュータによって実行される、骨関連事象を引き起こす可能性が高いハイリスク患者

を提示するための方法。

【請求項２】

　第２の工程の後に、第４の作業者、又は人工知能が前記第２の工程で抽出された患者に
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つ い て 行 っ た 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 示 す ス コ ア リ ン グ の 結 果 に 基 づ い て 抽 出

し た 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、

前 記 患 者 の ス コ ア リ ン グ の 結 果 を 提 示 す る 第 ３ の 工 程 を 含 む 、

請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 第 ３ の 工 程 の 後 に 、 第 ３ の 工 程 に お い て 第 ４ の 作 業 者 、 又 は 人 工 知 能 が 抽 出 し た 骨 関 連

事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 患 者 の ス

コ ア リ ン グ の 結 果 と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と を 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る

第 ４ の 工 程 を 含 む 、

請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

第 １ の 工 程 に お け る 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 を 人 工 知 能 が 行 う 、 請 求 項 １ か ら ３ の

い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 骨 の 画 像 検 査 が 、 単 純 Ｘ 線 検 査 、 Ｃ Ｔ 検 査 、 Ｍ Ｒ Ｉ 検 査 、 Ｐ Ｅ Ｔ 検 査 、 及 び 骨 シ ン

チ グ ラ フ ィ ー 検 査 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 で あ る 、

請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示 す る た め の 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 装 置 は 、

　 １ 又 は 複 数 の 医 療 機 関 に お い て 、 複 数 の 患 者 に つ い て 、 患 者 ご と に 第 １ の 作 業 者 か ら 依

頼 さ れ た 骨 の 画 像 検 査 に お い て 撮 像 さ れ た 個 々 の 画 像 に つ い て 第 ２ の 作 業 者 が 読 影 し た 結

果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 前 記 画 像 と 、 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ

ー タ と を 紐 付 け て 格 納 す る こ と に よ り 構 築 さ れ た 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス か ら 、 前 記 結 果 を

記 し た テ キ ス ト デ ー タ 内 に 存 在 す る 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ い て 、 骨 内

腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 を 要 求 す る こ と で あ っ て 、

　 　 前 記 第 ２ の 作 業 者 に よ る 前 記 画 像 の 読 影 は 、 第 １ の 作 業 者 か ら の 読 影 依 頼 の 有 無 に か

か わ ら ず 行 わ れ 、 前 記 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 が 、 所 定 期 間 内 に 画 像 情 報 デ ー タ ベ

ー ス に 格 納 さ れ た 画 像 に 対 し て 行 わ れ る 、

前 記 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 の 要 求 と 、

　 第 ３ の 作 業 者 が 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 要 求 に 応 じ て 抽 出 さ れ た 画 像 を 読 影 し た

結 果 に 基 づ い て 抽 出 し た 、 又 は 人 工 知 能 が 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 要 求 に 応 じ て 抽

出 さ れ た 画 像 を 判 定 し て 抽 出 し た 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 っ た 患 者 の 、 前 記 画

像 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 格 納 さ れ た 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 画 像 の 読 影 所 見 を 示 す デ

ー タ と の 提 示 と 、

を 行 う 処 理 部 を 備 え る 、

装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ

ロ グ ラ ム で あ っ て 、

　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ に お い て 実 行 さ せ た と き に 、

　 １ 又 は 複 数 の 医 療 機 関 に お い て 、 複 数 の 患 者 に つ い て 、 患 者 ご と に 第 １ の 作 業 者 か ら 依

頼 さ れ た 骨 の 画 像 検 査 に お い て 撮 像 さ れ た 個 々 の 画 像 に つ い て 第 ２ の 作 業 者 が 読 影 し た 結

果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 前 記 画 像 と 、 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ

ー タ と を 紐 付 け て 格 納 す る こ と に よ り 構 築 さ れ た 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス か ら 、 前 記 結 果 を

記 し た テ キ ス ト デ ー タ 内 に 存 在 す る 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ い て 、 骨 内

腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 を 抽 出 す る 第 １ の ス テ ッ プ で あ っ て 、

　 　 前 記 第 ２ の 作 業 者 に よ る 前 記 画 像 の 読 影 は 、 第 １ の 作 業 者 か ら の 読 影 依 頼 の 有 無 に か

か わ ら ず 行 わ れ 、 前 記 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 が 、 所 定 期 間 内 に 画 像 情 報 デ ー タ ベ

ー ス に 格 納 さ れ た 画 像 に 対 し て 行 わ れ る 、
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第 １ の ス テ ッ プ と 、

　 第 ３ の 作 業 者 が 第 １ の ス テ ッ プ で 抽 出 さ れ た 画 像 を 読 影 し た 結 果 に 基 づ い て 抽 出 し た 、

又 は 人 工 知 能 が 第 １ の ス テ ッ プ で 抽 出 さ れ た 画 像 を 判 定 し て 抽 出 し た 骨 関 連 事 象 を 引 き 起

こ す 可 能 性 を 疑 っ た 患 者 の 、 前 記 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 格 納 さ れ た 患 者 情 報 を 示 す デ ー

タ と 、 前 記 画 像 の 読 影 所 見 を 示 す デ ー タ と を 提 示 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と を 、 を 実 行 す る 、

コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 明 細 書 に は 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示 す る た め の

方 法 、 装 置 、 及 び コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム が 開 示 さ れ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 が ん は 増 殖 及 び 進 展 に よ っ て 骨 に 転 移 す る こ と （ 骨 転 移 ） が 知 ら れ て い る 。 骨 転 移 の 発

生 頻 度 は 、 そ れ ぞ れ 脊 椎 39％ 、 骨 盤 17％ 、 大 腿 骨 18％ 程 度 と さ れ て お り 、 体 幹 や 大 腿 骨 に

発 生 し や す い 。 こ れ ら は 組 織 に 力 の か か る 荷 重 部 で あ り 、 腫 瘍 細 胞 の 増 殖 に よ り 骨 皮 質 が

圧 迫 さ れ る と 荷 重 耐 性 が 低 下 し 、 病 的 骨 折 に つ な が る こ と が あ る 。 骨 機 能 の 低 下 の 結 果 、

歩 行 困 難 や 可 動 制 限 を 引 き 起 こ し 、 日 常 生 活 動 作 （ Activities of Daily Living： A DL）

を 著 し く 損 な う こ と に つ な が る 。 ま た 、 腫 瘍 細 胞 の 増 殖 に よ り 脊 髄 が 圧 迫 さ れ 、 神 経 麻 痺

を 生 じ る こ と も あ る 。 こ の 場 合 も 、 患 者 に 持 続 的 な 苦 痛 を 与 え る こ と に つ な が る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 が ん 患 者 の 生 存 期 間 は 延 長 し 、 そ れ に 伴 っ て 、 骨 転 移 を 有 す る 患 者 も 増 加 傾 向 で あ る 。

が ん 治 療 で は 、 が ん 原 発 巣 の 治 療 が 優 先 さ れ る が 、 骨 転 移 は 初 期 症 状 に 乏 し く 早 期 に 発 見

さ れ な い 場 合 が あ り 、 骨 転 移 の 治 療 が 遅 れ る と 、 骨 折 や 神 経 麻 痺 な ど の 重 篤 な 骨 関 連 事 象

（ Skeletal Related Event : SRE） が 起 こ る こ と が あ る 。 SREに よ っ て 、 患 者 の 生 活 の 質

（ Quality Of Life： Q OL） は 大 き く 低 下 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 が ん の 骨 転 移 の 検 査 は 、 一 般 に は 放 射 線 科 に よ っ て 行 わ れ 、 放 射 線 検 査 デ ー タ か ら 重 篤

な 骨 関 連 事 象 の 発 生 の 前 に 骨 転 移 が 発 見 さ れ 、 適 切 な 時 期 に 、 骨 転 移 巣 に 対 す る 適 切 な 治

療 を 行 う こ と が 重 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 既 存 の リ ス ク 予 測 手 法 で 病 的 骨 折 の 予 測 は 、 あ る 程 度 可 能 と 考 え ら れ て い る 。 例 え ば 、

非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る Mirelsの 骨 折 リ ス ク ス コ ア は 、 長 幹 骨 転 移 を 、 場 所 、 疼 痛

、 タ イ プ （ 溶 骨 性 、 造 骨 性 ） 、 大 き さ か ら 点 数 化 し て 病 的 骨 折 の リ ス ク 評 価 を 行 う 。 非 特

許 文 献 ２ に 記 載 さ れ る SINS（ Spinal Instability Neoplastic Score） は 、 脊 椎 の 安 定 性

を 点 数 化 し 、 脊 椎 転 移 の 骨 折 や 麻 痺 リ ス ク 評 価 を 行 う 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 重 篤 な 骨 関 連 事 象 を 発 見 す る た め に 、 症 例 検 討 を 行 う キ ャ ン サ ー ボ ー ド や 院 内 骨 転 移 登

録 の よ う な シ ス テ ム を 医 療 施 設 内 に 設 け る こ と は 骨 転 移 診 療 に 有 用 で あ る こ と が 報 告 さ れ

て い る 。 こ の 場 合 、 各 施 設 の キ ャ ン サ ー ボ ー ド で は 、 重 篤 な 骨 関 連 事 象 を 未 然 に 防 ぐ た め

、 後 述 す る 図 ２ に 示 す よ う に 、 主 治 医 か ら の 報 告 に 基 づ い て 、 骨 折 や 麻 痺 リ ス ク の 高 い 症

例 を 個 別 に 抽 出 し 、 キ ャ ン サ ー ボ ー ド の 検 討 会 お け る 検 討 対 象 症 例 と し て い る が 、 い ず れ

も 個 別 症 例 の 検 討 を 人 手 を か け て マ ニ ュ ア ル で 行 っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 Mirels H. Metastatic disease in long bones. A proposed scoring s

ystem for diagnosing impending pathologic fractures. Clin Orthop Relat Res. 1989

;249:256-64.

【 非 特 許 文 献 ２ 】 Fisher CG, DiPaola CP, Ryken TC, et al. A novel classification s
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ystem for spinal instabili ty in neoplastic disease: an evidence-based approach a

nd expert consensus from the Spine Oncology Study Group. Spine. 2010;35:E1221-9.

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 例 え ば 、 骨 関 連 事 象 の 一 つ で あ る 麻 痺 は 、 骨 内 で 増 殖 し た 腫 瘍 細 胞 に よ る 神 経 圧 迫 が 進

行 す る こ と で 発 症 す る が 、 麻 痺 症 状 が 現 れ て か ら 治 療 を 始 め て も ２ ０ ％ 程 度 し か 回 復 し な

い こ と が 報 告 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 よ り 早 い 段 階 で 、 骨 内 に お け る 腫 瘍 細 胞 の 増 殖 を

検 出 し 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク に つ い て 適 切 な 治 療 を 行 う 必 要

が あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 し か し 、 従 来 の 骨 転 移 に 係 る キ ャ ン サ ー ボ ー ド で は 、 上 述 の 通 り 、 各 主 治 医 か ら の 報 告

に 基 づ い て 、 検 査 画 像 が 取 得 さ れ た 患 者 を キ ャ ン サ ー ボ ー ド に お い て 検 討 対 象 と す る か 否

か が 判 断 さ れ て い る 。 こ の た め 、 キ ャ ン サ ー ボ ー ド で 検 討 さ れ る べ き 患 者 の 選 択 が 、 主 治

医 や 画 像 診 断 医 の 熟 練 度 に 応 じ て 左 右 さ れ る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 そ も そ も 画 像 診

断 医 が 常 駐 し て お ら ず 、 専 門 医 に よ る 検 査 画 像 の 読 影 が で き な い 医 療 機 関 も あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し た が っ て 、 早 期 に 骨 関 連 事 象 の 治 療 を 開 始 す べ き 患 者 の 選 択 が 、 医 療 施 設 の 読 影 精 度

に 可 能 な 限 り 影 響 さ れ ず に 網 羅 的 に 行 わ れ る よ う 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い

ハ イ リ ス ク 患 者 を 、 よ り 検 出 率 の 高 い 方 法 で ス ク リ ー ニ ン グ す る こ と が 必 要 と な る 。 ま た

、 効 率 的 に 行 う に は 、 属 人 的 作 業 を 排 し 標 準 的 作 業 で 処 理 す る こ と が で き る 、 効 率 的 作 業

手 順 と そ の 品 質 管 理 が 確 保 さ れ た 技 術 開 発 が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を ス ク リ ー ニ ン グ す る

た め の 、 よ り 検 出 率 の 高 い 方 法 を 提 供 す る こ と を 一 課 題 と す る 。 ま た 、 骨 関 連 事 象 を 引 き

起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 、 よ り 早 い 段 階 で 検 出 す る た め の 方 法 を 提 供 す る こ

と を 一 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 は 、 以 下 の 実 施 形 態 を 含 み う る 。

　 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 は 、 骨 内 腫 瘍 の 存 在 す る リ ス ク を 評 価 す る た め の 方 法 に 関 す る 。

前 記 方 法 は 、 画 像 検 査 に お い て 患 者 ご と に 撮 像 さ れ た 個 々 の 画 像 又 は そ の 画 像 の 読 影 し た

結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ か ら 得 ら れ た 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 所 見 を 抽 出 す る 第 １ 工 程 と

、 病 的 骨 折 リ ス ク 及 び ／ 又 は 神 経 障 害 の リ ス ク を 示 す 整 形 外 科 的 所 見 を 画 像 又 は そ の 画 像

を 読 影 し た 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ か ら 抽 出 す る 第 ２ 工 程 を 備 る 。 好 ま し く は 、 前 記

第 １ 工 程 、 及 び 前 記 第 ２ 工 程 の 少 な く と も 一 方 が 、 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム に よ っ て 評 価

さ れ る 。 よ り 好 ま し く は 、 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム が 深 層 学 習 プ ロ グ ラ ム で あ る 。 さ ら に

前 記 深 層 学 習 プ ロ グ ラ ム は 、 Ｃ Ｎ Ｎ 　 （ Ｃ ｏ ｎ ｖ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 Ｎ ｅ ｕ ｒ ａ ｌ 　 Ｎ ｅ ｔ

ｗ ｏ ｒ ｋ ） 、 Ｒ Ｎ Ｎ （ Ｒ ｅ ｃ ｕ ｒ ｒ ｅ ｎ ｔ 　 Ｎ ｅ ｕ ｒ ａ ｌ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ） 、 Ｌ Ｓ Ｔ Ｍ

（ Ｌ ｏ ｎ ｇ 　 ｓ ｈ ｏ ｒ ｔ － ｔ ｅ ｒ ｍ 　 ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） 、 及 び Ｇ Ａ Ｎ （ Ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ ｔ ｉ ｖ

ｅ 　 Ａ ｄ ｖ ｅ ｒ ｓ ａ ｒ ｉ ａ ｌ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ｓ ） か ら 選 択 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 好 ま し く は 、 前 記 方 法 は 、 さ ら に 骨 関 連 事 象 の リ ス ク の 程 度 を ス コ ア リ ン グ し 、 患 者 情

報 と の 照 合 か ら 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 抽 出 し て 提 示 す る

工 程 を 含 む 。

　 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 は 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示

す る た め の 方 法 に 関 す る 。 前 記 方 法 は 、 第 １ の 作 業 者 か ら 依 頼 さ れ た 骨 の 画 像 検 査 に お い

て 撮 像 さ れ た 個 々 の 画 像 に つ い て 第 ２ の 作 業 者 が 読 影 し た 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ を

、 前 記 画 像 と 、 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と を 紐 付 け て 格 納 す る こ

と に よ り 構 築 さ れ た 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス か ら 、 前 記 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ 内 に 存
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在 す る 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ い て 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 を 抽 出 す

る 第 １ 工 程 と 、 第 ３ の 作 業 者 が 第 １ 工 程 で 抽 出 さ れ た 画 像 を 読 影 し た 結 果 に 基 づ い て 抽 出

し た 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 っ た 患 者 の 、 前 記 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 格 納

さ れ た 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 読 影 し た 画 像 と 、 前 記 画 像 の 読 影 結 果 を 示 す デ ー タ

と を 提 示 す る 第 ２ の 工 程 を 含 む 。 前 記 骨 の 画 像 検 査 の 依 頼 は 、 １ 又 は 複 数 の 医 療 機 関 に お

い て 、 複 数 の 患 者 に つ い て 、 患 者 ご と に 行 わ れ る 。 前 記 第 ２ の 作 業 者 に よ る 前 記 画 像 の 読

影 は 、 第 １ の 作 業 者 か ら の 読 影 依 頼 の 有 無 に か か わ ら ず 行 わ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 好 ま し く は 、 第 ２ の 工 程 の 後 に 、 第 ４ の 作 業 者 が 前 記 第 ２ の 工 程 で 抽 出 さ れ た 患 者 に つ

い て 行 っ た 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 示 す ス コ ア リ ン グ の 結 果 に 基 づ い て 抽 出 し

た 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前

記 患 者 の ス コ ア リ ン グ の 結 果 を 提 示 す る 第 ３ の 工 程 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 好 ま し く は 、 第 ３ の 工 程 の 後 に 、 第 ３ の 工 程 に お い て 第 ４ の 作 業 者 が 抽 出 し た 骨 関 連 事

象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 患 者 の ス コ

ア リ ン グ の 結 果 と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と を 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 第

４ の 工 程 を 含 む 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 好 ま し く は 、 第 １ の 工 程 に お け る 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 が 、 所 定 期 間 内 に 画 像

情 報 デ ー タ ベ ー ス に 格 納 さ れ た 画 像 に 対 し て 行 わ れ る 。

　 好 ま し く は 、 前 記 骨 の 画 像 検 査 が 、 単 純 Ｘ 線 検 査 、 Ｃ Ｔ 検 査 、 Ｍ Ｒ Ｉ 検 査 、 Ｐ Ｅ Ｔ 検 査

、 及 び 骨 シ ン チ グ ラ フ ィ ー 検 査 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 種 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 好 ま し く は 、 前 記 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ が 、 骨 所 見 の テ キ ス ト デ ー タ 、 画

像 の 撮 像 範 囲 に 関 す る テ キ ス ト デ ー タ 、 及 び 腫 瘍 に 関 す る テ キ ス ト デ ー タ か ら 選 択 さ れ る

少 な く と も １ つ を 含 む 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 好 ま し く は 、 骨 所 見 の デ ー タ が 、 溶 骨 、 骨 破 壊 、 及 び 骨 内 進 展 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と

も 一 つ を 示 す ラ ベ ル を 含 む 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 好 ま し く は 、 前 記 に 関 す る テ キ ス ト デ ー タ が 、 脊 椎 、 大 腿 骨 、 脛 骨 、 上 腕 骨 及 び 骨 盤 骨

か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 カ 所 を 示 す ラ ベ ル を 含 み 、

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 好 ま し く は 、 前 記 腫 瘍 に 関 す る テ キ ス ト デ ー タ が 、 腫 瘍 、 が ん 、 及 び 転 移 か ら 選 択 さ れ

る 少 な く と も 一 つ を 示 す ラ ベ ル を 含 む

【 ０ ０ ２ １ 】

　 好 ま し く は 、 撮 像 範 囲 に 脊 椎 を 含 む 時 、 第 ３ の 工 程 に お け る ス コ ア リ ン グ が 、 溶 骨 性 病

変 、 骨 破 壊 割 合 、 後 外 側 の 障 害 、 及 び 脊 柱 管 内 進 展 の 程 度 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ

の 所 見 に 基 づ い て 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 は 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示

す る た め の 装 置 （ １ ０ ） に 関 す る 。 装 置 （ １ ０ ） は 、 患 者 ご と に 第 １ の 作 業 者 か ら 依 頼 さ

れ た 骨 の 画 像 検 査 に お い て 撮 像 さ れ た 個 々 の 画 像 に つ い て 第 ２ の 作 業 者 が 読 影 し た 結 果 を

記 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 前 記 画 像 と 、 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ

と を 紐 付 け て 格 納 す る こ と に よ り 構 築 さ れ た 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス か ら 、 前 記 結 果 を 記 し

た テ キ ス ト デ ー タ 内 に 存 在 す る 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ い て 、 骨 内 腫 瘍

に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 を 要 求 す る こ と と 、 第 ３ の 作 業 者 が 第 １ 工 程 で 抽 出 さ れ た 画 像 を 読

影 し た 結 果 に 基 づ い て 抽 出 し た 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 っ た 患 者 の 、 前 記 画

像 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 格 納 さ れ た 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 画 像 の 読 影 所 見 を 示 す デ

ー タ と の 提 示 と 、 を 行 う 処 理 部 （ １ ０ １ ） を 備 え る 。 前 記 骨 の 画 像 検 査 の 依 頼 は 、 １ 又 は
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複 数 の 医 療 機 関 に お い て 、 複 数 の 患 者 に つ い て 、 患 者 ご と に 行 わ れ る 。 前 記 第 ２ の 作 業 者

に よ る 前 記 画 像 の 読 影 は 、 第 １ の 作 業 者 か ら の 読 影 依 頼 の 有 無 に か か わ ら ず 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ

ロ グ ラ ム に 関 す る 。 前 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ に お い て 実 行 さ せ た と

き に 、 患 者 ご と に 第 １ の 作 業 者 か ら 依 頼 さ れ た 骨 の 画 像 検 査 に お い て 撮 像 さ れ た 個 々 の 画

像 に つ い て 第 ２ の 作 業 者 が 読 影 し た 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 前 記 画 像 と 、 患 者 情

報 を 示 す デ ー タ と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と を 紐 付 け て 格 納 す る こ と に よ り 構 築 さ れ た 画

像 情 報 デ ー タ ベ ー ス か ら 、 前 記 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ 内 に 存 在 す る 骨 内 腫 瘍 に 関 連

す る テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ い て 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 を 抽 出 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、

第 ３ の 作 業 者 が 第 １ 工 程 で 抽 出 さ れ た 画 像 を 読 影 し た 結 果 に 基 づ い て 抽 出 し た 、 骨 関 連 事

象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 っ た 患 者 の 、 前 記 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 格 納 さ れ た 患 者 情 報

を 示 す デ ー タ と 、 前 記 画 像 の 読 影 所 見 を 示 す デ ー タ と を 提 示 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と を 、

を 実 行 す る 。 前 記 骨 の 画 像 検 査 の 依 頼 は 、 １ 又 は 複 数 の 医 療 機 関 に お い て 、 複 数 の 患 者 に

つ い て 、 患 者 ご と に 行 わ れ る 。 前 記 第 ２ の 作 業 者 に よ る 前 記 画 像 の 読 影 は 、 第 １ の 作 業 者

か ら の 読 影 依 頼 の 有 無 に か か わ ら ず 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示 す る た め の 装 置 で あ っ て 、

前 記 提 示 装 置 （ １ ０ ） は 、 診 療 科 端 末 （ １ ｔ ， ２ ｔ ， ３ ｔ ） 、 サ ー バ （ ５ ０ ） 、 及 び 画 像

診 断 端 末 （ ４ ０ ） と ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て 通 信 可 能 に 接 続 さ れ 、 サ ー バ （ ５ ０ ） は 、 患 者

情 報 と 、 前 記 患 者 に つ い て 取 得 さ れ た 画 像 と 、 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス （ ５ ０ ２ ） を 格 納 し

、 診 療 科 端 末 （ １ ｔ ， ２ ｔ ， ３ ｔ ） は 、 画 像 検 査 の 依 頼 を 受 け 付 け 、 サ ー バ （ ５ ０ ） に 送

信 し 、 サ ー バ （ ５ ０ ） は 、 前 記 依 頼 に 基 づ い て 画 像 検 査 で 患 者 ご と に 撮 像 さ れ た 個 々 の 画

像 を 格 納 し 、 画 像 診 断 端 末 （ ４ ０ ） の 要 求 に 応 じ て 前 記 画 像 を 画 像 診 断 端 末 （ ４ ０ ） に 提

示 し 、 画 像 診 断 端 末 （ ４ ０ ） は 、 前 記 画 像 の 読 影 し た 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ の 入 力

を 受 け 付 け 、 テ キ ス ト デ ー タ を サ ー バ （ ５ ０ ） に 送 信 し 、 テ キ ス ト デ ー タ の 入 力 の 受 け 付

け は 、 第 １ の 作 業 者 か ら の 読 影 依 頼 の 有 無 に か か わ ら ず 、 第 ２ の 作 業 者 に よ っ て 行 わ れ る

テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て 行 わ れ 、 サ ー バ （ ５ ０ ） は 、 画 像 診 断 端 末 （ ４ ０ ） か ら 受 信 し た

前 記 画 像 の 読 影 し た 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ を 格 納 し 、 前 記 提 示 装 置 の 抽 出 要 求 に 応

じ て 前 記 テ キ ス ト デ ー タ を 提 示 装 置 に 提 示 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 は 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を ス ク リ ー ニ ン グ す る

た め の 、 よ り 検 出 率 の 高 い 方 法 を 提 供 す る こ と を 一 課 題 と す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の 概 要 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 従 来 技 術 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 訓 練 用 テ キ ス ト デ ー タ の 流 れ を 示 す 。

【 図 ４ 】 自 然 言 語 処 理 に お け る 前 処 理 の 流 れ を 示 す 。

【 図 ５ 】 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示 す る た め の シ ス テ ム

の 概 要 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 提 示 す る た め の シ ス テ ム

の 動 作 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ７ 】 画 像 の 読 影 結 果 を 入 力 す る た め の 読 影 結 果 登 録 ダ イ ア ロ グ Ｄ １ の 例 で あ る 。

【 図 ８ 】 骨 関 連 事 象 患 者 を 登 録 す る た め の ダ イ ア ロ グ の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 提 示 装 置 の ハ ー ド ウ エ ア の 構 成 例 を 示 す 。

【 図 １ ０ 】 提 示 装 置 の 動 作 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ １ 】 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 用 い て 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 を 抽 出 す る 処 理 の 流 れ の

例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 １ ２ 】 １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 用 い て 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 う 患 者 を 決 定

す る 処 理 の 流 れ の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ ３ 】 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を 決 定 す る た め の ス ク リ

ー ニ ン グ 処 理 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ ４ 】 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者 を ス ク リ ー ニ ン グ す る た め の シ ス テ

ム の 動 作 の 変 形 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ ５ 】 訓 練 デ ー タ 数 に よ る ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 性 能 比 較 デ ー タ を 示 す 。

【 図 １ ６ 】 900件 の 訓 練 デ ー タ を 使 用 し て 訓 練 さ れ た ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 性 能 を 示 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

１ ． 発 明 の 概 要 の 説 明

　 本 実 施 形 態 は 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を ス ク リ ー ニ ン グ

す る 方 法 に 関 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ か ら 図 ２ を 用 い て 本 発 明 の 概 要 と 従 来 技 術 と の 差 異 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ に は 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 を ス ク リ ー ニ ン グ す る

た め の 概 略 を 示 す 。 図 ２ に は 、 従 来 の 骨 の 画 像 検 査 の 流 れ を 示 す 。 図 １ の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １

及 び 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ １ に 示 す よ う に 、 一 般 的 に 、 医 療 機 関 に お い て 、 第 １ の 作 業 者

で あ る 主 治 医 等 が 患 者 を 診 療 し た 際 に 、 患 者 に 疼 痛 、 し び れ 等 の 所 見 が 認 め ら れ た 場 合 、

主 治 医 等 が 画 像 検 査 を 、 放 射 線 検 査 部 等 の 検 査 部 に 依 頼 す る 。 次 に 、 図 １ の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ

２ 及 び 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ２ に 示 す よ う に 、 画 像 検 査 の 依 頼 を 受 け た 検 査 部 は 、 主 治 医

が 依 頼 し た 撮 像 範 囲 に つ い て 検 査 画 像 を 取 得 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 従 来 の 骨 の 画 像 検 査 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 画 像 検 査 に お い て 撮 像 さ れ た 画 像 は 、 画 像

検 査 を 依 頼 し た 主 治 医 に 送 ら れ 、 そ の 主 治 医 が 画 像 検 査 を 受 け た 患 者 の 検 査 画 像 を 読 影 す

る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ３ ） 。 そ し て 、 主 治 医 が 読 影 に お い て 骨 内 の 腫 瘍 に 関 す る 所 見 を 発 見

し た 際 に 骨 転 移 キ ャ ン サ ー ボ ー ド （ Ｃ Ｂ ） 等 の 専 門 機 関 に 検 討 を 依 頼 し （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １

４ ） 、 必 要 に 応 じ て 整 形 外 科 医 等 が 有 害 骨 関 連 事 象 を 予 測 す る た め の ス コ ア リ ン グ に 基 づ

い て 患 者 の リ ス ク を 予 測 し 、 ス コ ア が 高 い 場 合 に 骨 関 連 事 象 に 対 す る 処 置 を 開 始 し て い る

（ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ５ ） 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 に お い て は 、 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ に お い て 、 図 １ に 示 す ス

テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ に お い て 撮 像 さ れ た 検 査 画 像 に つ い て 、 第 ２ の 作 業 者 で あ る 、 画 像 診 断 を 専

門 と す る 医 師 （ 以 下 、 「 画 像 診 断 医 」 と も い う ） が 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ に お い て 取 得 さ れ た

検 査 画 像 に つ い て 、 読 影 を 行 う 。 好 ま し く は ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ に お い て 取 得 さ れ た 複 数 の 検

査 画 像 に つ い て 、 よ り 好 ま し く は ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ に お い て 取 得 さ れ た 検 査 画 像 の 、 ５ ０ ％

以 上 、 ６ ０ ％ 以 上 、 ７ ０ ％ 以 上 、 ８ ０ ％ 以 上 、 ９ ０ ％ 以 上 、 又 は 全 件 の そ れ ぞ れ に つ い て

読 影 を 行 う 。 そ し て 、 そ の 読 影 結 果 を テ キ ス ト デ ー タ と し て 、 検 査 画 像 及 び 患 者 情 報 と 紐

付 け て 、 コ ン ピ ュ ー タ 等 に 入 力 し 、 画 像 診 断 報 告 書 を 生 成 す る 。 画 像 診 断 報 告 書 は 、 サ ー

バ 等 に 保 存 、 及 び 蓄 積 さ れ 、 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る デ ー タ と な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 前 記 検 査 画 像 の 読 影 は 、 第 １ の 作 業 者 で あ る 主 治 医 等 か ら の 検 査 画 像 の 読 影 依 頼 が 無 い

場 合 で あ っ て も 、 第 ２ の 作 業 者 で あ る 画 像 診 断 医 に よ り 行 わ れ 得 る 。 む し ろ 、 第 １ の 作 業

者 か ら 読 影 依 頼 が 無 い 場 合 で あ っ て も 、 積 極 的 に 画 像 診 断 の 専 門 医 で あ る 第 ２ の 作 業 者 が

読 影 を 行 う こ と に よ り 、 画 像 診 断 の 専 門 知 識 が 不 十 分 な 第 １ の 作 業 者 が 気 づ か な い 所 見 を

発 見 す る こ と が で き る 。 こ の 読 影 は 、 後 述 す る 第 ３ の 作 業 者 が 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 次 に 、 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ に お い て 、 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス か ら 、 骨 内 腫 瘍 に 関

連 す る 画 像 、 例 え ば 、 骨 内 腫 瘍 の 所 見 を 含 む 画 像 を 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ で 第 ２ の 作 業 者 が 入

力 し た 読 影 結 果 の テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ き 抽 出 （ ０ 次 抽 出 ） す る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ に お け
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る 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 は 、 後 述 す る 提 示 装 置 、 も し く は 第 ２ の 作 業 者 、 放 射 線

腫 瘍 医 等 の 第 ３ の 作 業 者 に よ っ て 行 わ れ る 。 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出 は 、 第 ２ の 作

業 者 が 読 影 し た 画 像 に 対 し て 記 し た テ キ ス ト デ ー タ の 中 か ら 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス

ト デ ー タ が 存 在 す る 場 合 に 抽 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 の 抽 出

は 、 後 述 す る 人 工 知 能 （ Ａ Ｉ ） が 行 っ て も よ い 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ は 任 意 の ス テ ッ プ

で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に 、 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ で 抽 出 さ れ た 画 像 に つ い て

、 放 射 線 腫 瘍 医 等 の 第 ３ の 作 業 者 が 詳 細 な 読 影 を 行 う か 、 Ａ Ｉ が 画 像 を ス ク リ ー ニ ン グ す

る こ と に よ り 、 検 査 画 像 内 に 、 将 来 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 示 す 所 見 が あ る か な

い か を 判 定 す る 。 検 査 画 像 内 に 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 示 す 所 見 が 見 つ か っ た 場

合 に 、 そ の 検 査 画 像 を 撮 像 し た 患 者 を 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 う 患 者 と し て

抽 出 す る （ １ 次 抽 出 ） 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 続 い て 、 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ に お い て 、 整 形 外 科 医 等 の 骨 関 連 事 象 に 対 す る 処 置

を 専 門 と す る 第 ４ の 作 業 者 に よ り 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ に お い て 抽 出 さ れ た 患 者 に つ い て 、 骨

関 連 事 象 を 予 測 す る た め の ス コ ア リ ン グ を 行 い 、 高 ス コ ア の 患 者 を 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起

こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 と し て 抽 出 す る （ ２ 次 抽 出 ） 。

　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ に お い て 抽 出 さ れ た 患 者 に 対 し て 、 骨 関 連 事 象 に 対 す る 予 防 的

処 置 又 は 治 療 的 処 置 が 開 始 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ の 後 に 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ に お い て 抽 出 さ れ た 患 者 の 患

者 情 報 と 、 前 記 患 者 の ス コ ア リ ン グ の 結 果 と 、 臨 床 所 見 と を 登 録 し た 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー

タ ベ ー ス を 構 築 し て も よ い （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ） 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 骨 内 腫 瘍 を 保 有 す る 患 者 に つ い て 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を

高 い 検 出 率 で 検 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 骨 内 腫 瘍 を 保 有 す る 患 者 に つ い て 、 骨 関 連 事

象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を よ り 早 い 段 階 で 予 測 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 図 １ に 例 示

す る ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ 、 又 は ス テ ッ プ

Ｓ Ｔ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ を 含 む 方 法 は 、 骨 関 連 事 象 発 生 の 予 測 方 法 と 呼 ぶ こ と も で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 発 明 お い て 、 図 １ に 記 載 の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ は 、 人 工 知 能 （ Ａ Ｉ ）

を 搭 載 し た コ ン ピ ュ ー タ に よ り 行 っ て も よ い 。 医 師 又 は Ａ Ｉ を 搭 載 し た コ ン ピ ュ ー タ の 操

作 を 行 う オ ペ レ ー タ を 作 業 者 と も 呼 ぶ 。 さ ら に 診 断 行 為 以 外 は 医 師 以 外 が 行 っ て も よ い た

め 、 医 師 の 行 為 に 制 限 さ れ な い 行 為 を 行 う 場 合 に は 、 作 業 者 に 医 師 以 外 の 者 も 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 発 明 に お い て 、 患 者 は 、 制 限 さ れ な い 。 患 者 は 、 腫 瘍 を 有 し て い る と 診 断 さ れ て い て

も 、 診 断 さ れ て い な く て も よ い 。 ま た 、 患 者 は 、 一 度 腫 瘍 を 有 し て い る と 診 断 さ れ 、 薬 物

療 法 、 放 射 線 療 法 、 外 科 的 処 置 等 に よ り 、 一 度 腫 瘍 が 寛 解 し た と 診 断 さ れ た 患 者 で あ っ て

も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 骨 関 連 事 象 に は 、 疼 痛 、 病 的 骨 折 、 し び れ 、 麻 痺 等 の 神 経 症 状 、 高 カ ル シ ウ ム 血 症 等 の

骨 内 腫 瘍 に 伴 う 症 状 を 含 み う る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 骨 の 画 像 検 査 は 、 特 に 制 限 さ れ な い が 、 単 純 Ｘ 線 検 査 、 Ｃ Ｔ 検 査 、 Ｍ Ｒ Ｉ 検 査 、 並 び に

Ｐ Ｅ Ｔ 検 査 、 及 び 骨 シ ン チ グ ラ フ ィ ー 検 査 な ど の 核 医 学 検 査 か か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も

一 種 を 含 み 得 る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ は 、 骨 所 見 の テ キ ス ト デ ー タ 、 画 像 の 撮 像 範 囲 に 関

す る テ キ ス ト デ ー タ 、 及 び 腫 瘍 に 関 す る テ キ ス ト デ ー タ 等 を 含 み 得 る 。 骨 所 見 の テ キ ス ト
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デ ー タ は 、 溶 骨 、 骨 破 壊 、 及 び 骨 内 進 展 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ を 示 す ラ ベ ル を 含

み 得 る 。 画 像 の 撮 像 範 囲 に 関 す る テ キ ス ト デ ー タ は 、 脊 椎 、 大 腿 骨 、 脛 骨 、 上 腕 骨 及 び 骨

盤 骨 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 カ 所 を 示 す ラ ベ ル を 含 み 得 る 。 腫 瘍 に 関 す る テ キ ス ト デ

ー タ は 、 腫 瘍 、 が ん 、 及 び 転 移 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ を 示 す ラ ベ ル を 含 み 得 る 。

　 こ こ で 、 ラ ベ ル と は 、 上 記 用 語 そ の も の （ 漢 字 表 記 、 ひ ら が な 表 記 、 カ タ カ ナ 表 記 ） 、

上 記 用 語 の 外 国 語 表 記 、 及 び こ れ ら の 略 語 等 を 含 み 得 る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 腫 瘍 は 、 制 限 さ れ な い が 、 好 ま し く は 悪 性 腫 瘍 で あ る 。 悪 性 腫 瘍 と し て 好 ま し く は 、 上

皮 性 の 悪 性 腫 瘍 （ 「 が ん 」 と も い う ） 、 造 血 器 系 の 悪 性 腫 瘍 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 が

ん と し て は 、 食 道 が ん 、 胃 が ん 、 十 二 指 腸 が ん 、 回 腸 が ん 、 空 腸 が ん 、 大 腸 が ん 、 直 腸 が

ん 、 膵 臓 が ん 、 肝 臓 が ん 、 腎 臓 が ん 、 膀 胱 が ん 、 卵 巣 が ん 、 子 宮 が ん 、 乳 が ん 、 前 立 腺 が

ん 等 を 例 示 す る こ と が で き る 。 造 血 器 系 の 悪 性 腫 瘍 と し て は 、 白 血 病 、 多 発 性 骨 髄 腫 、 悪

性 リ ン パ 腫 等 を 例 示 す る こ と が で き る 。 骨 内 の 腫 瘍 と し て は 、 上 記 が ん の 転 移 が ん を よ り

好 ま し く 例 示 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ に は 、 患 者 氏 名 （ 原 語 表 記 、 カ ナ 又 は ア ル フ ァ ベ ッ ト 表 記 の ふ り

が な 等 を 含 む ） 、 患 者 識 別 子 （ Ｉ Ｄ ） 、 患 者 の 生 年 月 日 、 患 者 の 性 別 、 患 者 の 年 齢 、 診 療

科 、 主 治 医 氏 名 又 は 主 治 医 識 別 子 （ Ｉ Ｄ ） 、 受 診 履 歴 等 を 示 す テ キ ス ト デ ー タ 、 略 語 、 イ

ン デ ッ ク ス 等 を 含 み 得 る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ に は 、 原 疾 患 、 既 往 歴 、 腫 瘍 の 有 無 、 過 去 及 び 現 在 の 診 察 所 見 、

画 像 検 査 に お い て 撮 像 さ れ た 検 査 画 像 、 画 像 検 査 以 外 の 検 査 結 果 を 含 む 検 査 履 歴 等 を 示 す

テ キ ス ト デ ー タ 、 略 語 、 イ ン デ ッ ク ス 等 を 含 み 得 る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 検 査 依 頼 内 容 を 示 す デ ー タ に は 、 画 像 検 査 の 検 査 依 頼 内 容 、 画 像 検 査 以 外 の 検 査 依 頼 内

容 を 示 す デ ー タ 等 を 含 み 得 る 。 こ こ で 、 画 像 検 査 の 検 査 依 頼 内 容 に は 、 画 像 検 査 の 種 類 、

撮 像 範 囲 等 の 情 報 が 含 ま れ う る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 前 記 ス コ ア リ ン グ に は 、 Ｓ ｐ ｉ ｎ ａ ｌ 　 Ｉ ｎ ｓ ｔ ａ ｂ ｉ ｌ ｉ ｔ ｙ 　 Ｎ ｅ ｏ ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ

ｃ 　 Ｓ ｃ ｏ ｒ ｅ （ Ｓ Ｉ Ｎ Ｓ ｃ ｏ ｒ ｅ ） 、 Ｆ ｒ ａ ｎ ｃ ｋ ｅ ｌ 分 類 、 富 田 分 類 、 徳 橋 ス コ ア 、

及 び 新 た な ス コ ア リ ン グ 等 を 含 み 得 る 。 好 ま し く は 、 撮 像 範 囲 に 脊 椎 を 含 む 時 、 新 た な ス

コ ア リ ン グ 又 は Ｓ Ｉ Ｎ Ｓ ｃ ｏ ｒ ｅ で あ る 。 新 た な ス コ ア リ ン グ は 、 溶 骨 性 病 変 、 骨 破 壊 割

合 、 後 外 側 の 障 害 、 及 び 脊 柱 管 内 進 展 の 程 度 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 所 見 に 基 づ

い て 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 脊 椎 転 移 の 場 合 の ス コ ア リ ン グ は 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｓ ｃ ｏ ｒ ｅ で 使 わ れ て い る 脊 柱 の 安 定 性 評 価

、 つ ま り 転 移 部 位 、 疼 痛 、 腫 瘍 の 性 状 、 椎 体 ア ラ イ メ ン ト 、 椎 体 破 壊 割 合 、 及 び 脊 髄 後 外

側 の 障 害 で あ る 。 疼 痛 を 除 い た Ｓ Ｉ Ｎ Ｓ ｃ ｏ ｒ ｅ で ０ － １ ５ 点 の 幅 で ス コ ア 化 を 行 う こ と

が で き 、 ７ 点 以 上 が 高 リ ス ク と 判 定 し え る 。 大 腿 骨 、 脛 骨 、 上 腕 骨 転 移 の 場 合 の ス コ ア リ

ン グ は 、 Ｍ ｉ ｒ ｅ ｌ ｓ 評 価 と 同 様 に 、 場 所 （ 転 子 部 ３ 点 、 転 子 部 以 外 の 大 腿 骨 及 び 脛 骨 ２

点 、 上 腕 骨 １ 点 ） 、 腫 瘍 の 性 状 （ 溶 骨 性 ３ 点 、 混 合 性 ２ 点 、 造 骨 性 １ 点 ） 及 び 大 き さ （ ＞

２ ／ ３ ： ３ 点 、 １ ／ ３ － ２ ／ ３ ： ２ 点 、 ＜ １ ／ ３ ： １ 点 ） の ３ － ９ 点 の 幅 で ス コ ア リ ン グ

が 可 能 で 、 ５ 点 以 上 が 高 リ ス ク と 判 定 し え る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 Ｓ Ｉ Ｎ Ｓ ｃ ｏ ｒ ｅ は 、 ６ 点 以 下 で あ れ ば 「 安 定 」 と 評 価 す る こ と が で き 、 ７ 点 か ら １ ２

点 は 「 中 程 度 」 と 判 定 す る こ と が で き 、 １ ３ 点 以 上 は 「 不 安 定 」 と 判 定 す る こ と が で き る

。 し た が っ て 、 ス コ ア リ ン グ に お い て ７ 点 以 上 又 は １ ３ 点 以 上 の 患 者 を 「 高 ス コ ア の 患 者

」 又 は 「 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 」 と 決 定 す る こ と が で き る

。 「 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 」 と は 有 害 骨 事 象 を 起 こ す 可 能

性 の 高 い 患 者 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 発 明 の 新 た な ス コ ア リ ン グ で は 、 以 下 の ４ 項 目 に つ い て 評 価 を 行 う 。 ス コ ア リ ン グ の

例 は 、 各 項 目 の カ ッ コ 内 に 示 す と お り で あ る 。

　 （ １ ） 溶 骨 性 病 変 の 有 無 （ 例 え ば 、 「 有 」 が １ 点 、 「 無 」 が ０ 点 ）

　 （ ２ ） 骨 破 壊 割 合 （ 例 え ば 、 「 ５ ０ ％ 以 上 」 が １ 点 、 「 ５ ０ ％ 以 下 」 が ０ 点 ）

　 （ ３ ） 脊 髄 後 外 側 の 障 害 の 有 無 （ 例 え ば 、 「 有 」 が １ 点 、 「 無 」 が ０ 点 ）

　 （ ４ ） 脊 柱 管 内 へ の 進 展 の 程 度 （ 例 え ば 、 「 ５ ｍ ｍ 以 上 」 が １ 点 、 「 ５ ｍ ｍ 以 下 」 が ０

点 ）

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 本 発 明 の 新 た な ス コ ア リ ン グ は 、 例 え ば 、 １ 点 以 下 で あ れ ば 「 低 度 」 と 評 価 す る こ と が

で き 、 ２ 点 か ら ３ 点 は 「 中 程 度 」 と 判 定 す る こ と が で き 、 ４ 点 以 上 は 「 高 度 」 と 判 定 す る

こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ス コ ア リ ン グ に お い て ２ 点 以 上 又 は ４ 点 以 上 の 患 者 を 「 高 ス

コ ア の 患 者 」 又 は 「 骨 関 連 事 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 」 と 決 定 す る こ と

が で き る 。 「 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 」 と は 有 害 骨 事 象 を 起

こ す 可 能 性 の 高 い 患 者 で あ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 骨 病 変 の 有 無 と 程 度 を 判 定 す る ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ で は 、 第 ４ の 作 業 者 に よ っ て 、 ス テ ッ プ

Ｓ Ｔ ６ に お い て 抽 出 さ れ た 患 者 に 対 し て 、 骨 関 連 事 象 に 対 す る 予 防 的 処 置 又 は 治 療 的 処 置

が 開 始 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 人 工 知 能 （ Ａ Ｉ ） は 、 例 え ば 、 Ｍ Ａ Ｔ Ｌ Ａ Ｂ 言 語 、 Ｐ ｙ ｔ ｈ ｏ ｎ 言 語 、 又 は Ｌ ｕ ａ 言 語

で 書 か れ た も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 人 工 知 能 用 ラ イ ブ ラ リ は 、 例 え ば 、 Ｃ ａ ｆ ｆ ｅ

、 Ｃ ａ ｆ ｆ ｅ ２ 、 Ｄ ｅ ｅ ｐ ｌ ｅ ａ ｒ ｎ ｉ ｎ ｇ ４ ｊ 、 Ａ ｐ ａ ｃ ｈ ｅ 　 Ｍ Ｘ Ｎ ｅ ｔ 、 Ｃ ｈ ａ ｉ

ｎ ｅ ｒ 、 Ｋ ｅ ｒ ａ ｓ 、 Ｔ ｏ ｒ ｃ ｈ 、 Ｐ ｙ ｔ ｏ ｒ ｃ ｈ 、 Ｔ ｅ ｎ ｓ ｏ ｒ Ｆ ｌ ｏ ｗ 、 Ｐ ａ ｄ ｄ ｌ

ｅ Ｐ ａ ｄ ｄ ｌ ｅ 、 Ｃ ｏ ｇ ｎ ｉ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 Ｔ ｏ ｏ ｌ ｋ ｉ ｔ 、 Ｓ ｃ ｉ ｋ ｉ ｔ － ｌ ｅ ａ ｒ ｎ 等 を

例 示 す る こ と が で き る 。 人 工 知 能 ア ル ゴ リ ズ ム と し て 、 サ ポ ー ト ベ ク タ ー マ シ ン （ Ｓ Ｖ Ｍ

） 、 リ レ バ ン ス ベ ク タ ー マ シ ン （ Ｒ Ｖ Ｍ ） 、 ナ イ ー ブ ベ イ ズ 、 ラ ン ダ ム フ ォ レ ス ト 、 フ ィ

ー ド フ ォ ワ ー ド ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク 、 デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。

デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム と し て 、 Ｃ Ｎ Ｎ 　 （ Ｃ ｏ ｎ ｖ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 Ｎ ｅ ｕ ｒ

ａ ｌ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ） 、 Ｒ Ｎ Ｎ （ Ｒ ｅ ｃ ｕ ｒ ｒ ｅ ｎ ｔ 　 Ｎ ｅ ｕ ｒ ａ ｌ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ

） 、 Ｌ Ｓ Ｔ Ｍ （ Ｌ ｏ ｎ ｇ 　 ｓ ｈ ｏ ｒ ｔ － ｔ ｅ ｒ ｍ 　 ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） 、 Ｇ Ａ Ｎ （ Ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ

ａ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 Ａ ｄ ｖ ｅ ｒ ｓ ａ ｒ ｉ ａ ｌ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ｓ ） 等 を 例 示 す る こ と が で き る 。

ま た 、 こ れ ら の 人 工 知 能 ア ル ゴ リ ズ ム は 、 転 移 学 習 に よ り 訓 練 し 、 訓 練 済 み の ア ル ゴ リ ズ

ム を 生 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 例 え ば 、 読 影 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ か ら 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ を

取 得 す る た め の ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 に は 、 Ｌ Ｓ Ｔ Ｍ ア ル ゴ リ ズ ム を 使 用 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 一 般 的 に 、 人 工 知 能 を 使 っ て 所 定 の 記 載 を 有 す る テ キ ス ト デ ー タ を 抽 出 す る 場 合 、 訓 練

段 階 、 及 び 解 析 段 階 に お い て 、 テ キ ス ト デ ー タ に 関 し 自 然 言 語 処 理 を 行 う 。 こ れ は 、 例 え

ば 、 骨 内 腫 瘍 が 陽 性 で あ る 場 合 で あ っ て も 、 第 ２ の 作 業 者 が 入 力 し た 読 影 結 果 を 記 し た テ

キ ス ト デ ー タ は 、 そ の 表 現 方 法 が 様 々 で あ る た め こ の よ う な 処 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 図 ３

に 、 自 然 言 語 処 理 を 用 い た 訓 練 デ ー タ の 生 成 処 理 を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ １ に お い て 、 訓 練 用 の テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て 、 ヒ ト が ア ノ テ ー シ ョ ン

を 行 う 。 こ の ス テ ッ プ は 、 例 え ば 、 骨 内 腫 瘍 が 「 陽 性 」 で あ る こ と を 示 す テ キ ス ト デ ー タ

に 、 「 骨 転 移 が あ り ま す 」 、 「 溶 骨 性 所 見 が 認 め ら れ ま す 」 、 「 骨 転 移 疑 う 溶 骨 性 変 化 が

前 回 よ り も 目 立 つ 。 転 移 増 悪 疑 い ま す 。 」 等 の 表 現 が 対 応 す る こ と を 紐 付 け る ス テ ッ プ で

あ る 。 ま た 、 骨 内 腫 瘍 が 「 陰 性 」 で あ る こ と を 示 す テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て も 、 「 骨 転 移
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は 、 認 め ら れ ま せ ん 」 、 「 溶 骨 性 所 見 は 認 め ら れ ま せ ん 」 、 「 骨 転 移 所 見 は 指 摘 し え な い

。 」 等 の 表 現 が 対 応 す る こ と を 紐 付 け る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 続 い て 、 ア ノ テ ー シ ョ ン さ れ た テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て 、 前 処 理 を 行 う 。 前 処 理 は 、 ト

ー ク ン 化 処 理 、 標 準 化 処 理 、 単 語 の ラ ベ ル 化 処 理 等 を 備 え る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 、 前 処

理 は 、 不 要 な 単 語 を 削 除 す る 処 理 を 備 え て い て も よ い 。 前 処 理 に よ り 、 単 語 が ラ ベ ル 値 に

置 き 換 え ら れ た ラ ベ ル 化 テ キ ス ト デ ー タ が 生 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ４ に 具 体 例 を 示 す 。 図 ４ の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ １ に 示 す よ う に 、 ア ノ テ ー シ ョ ン さ れ た テ

キ ス ト デ ー タ を 抽 出 す る 例 で あ る 。 ア ノ テ ー シ ョ ン さ れ た テ キ ス ト デ ー タ は 「 有 意 な 骨 転

移 所 見 を 指 摘 し え な い 」 で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ２ は 、 ト ー ク ン 化 処 理 の 例 で あ る 。 ト ー

ク ン 化 処 理 は 、 テ キ ス ト デ ー タ を 意 味 の あ る 最 小 単 位 の 単 語 に 分 離 す る 処 理 で あ る 。 ス テ

ッ プ Ｓ Ｔ ４ ２ で は 、 「 有 意 な 骨 転 移 所 見 を 指 摘 し え な い 」 を 「 有 意 　 な 　 骨 転 移 　 所 見 　

は 　 指 摘 　 し 　 え 　 な い 」 に 分 離 し て い る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ３ は 、 標 準 化 処 理 の 例 で あ る

。 標 準 化 処 理 は 、 例 え ば 、 分 離 さ れ た 単 語 に 動 詞 が 含 ま れ る 場 合 、 こ の 動 詞 を 終 止 形 に 変

換 す る 処 理 で あ る 。 例 え ば ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ３ で は 、 「 有 意 な 」 の 「 な 」 が 終 止 形 で あ る 「

だ 」 に 変 換 さ れ て い る 。 ま た 、 「 指 摘 し え な い 」 の 「 し 」 が 「 す る 」 に 変 換 さ れ 、 「 え 」

が 「 え る 」 に 変 換 さ れ て い る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ４ は 、 任 意 の ス テ ッ プ で あ る が 、 不 要 な 単

語 を 削 除 す る 例 で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ３ に お い て 変 換 さ れ た 「 だ 」 と 「 す る 」 が 削 除 さ

れ て い る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ５ は 、 ラ ベ ル 化 処 理 の 例 で あ る 。 ラ ベ ル 化 処 理 は 、 各 単 語 を ラ

ベ ル 値 で 置 き 換 え る た め に 、 １ 単 語 ご と に 異 な る ラ ベ ル 値 を 対 応 付 け る 処 理 で あ る 。 ラ ベ

ル 値 は 、 数 値 で あ る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ５ で は 、 単 語 「 有 意 」 が 数

値 「 ３ ４ 」 に 、 単 語 「 転 移 」 が 数 値 「 ２ ９ 」 に 、 単 語 「 所 見 」 が 数 値 「 ２ ５ 」 に 、 単 語 「

指 摘 」 が 数 値 「 ４ 」 に 、 単 語 「 え る 」 が 数 値 「 １ ３ ０ 」 に 、 単 語 「 な い 」 が 数 値 「 ２ ２ 」

に 置 き 換 え ら れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ６ は 、 ラ ベ ル 化 テ キ ス ト デ ー タ の 生 成 処 理 の 例 で あ る

。 最 終 的 に 、 テ キ ス ト デ ー タ 「 有 意 な 骨 転 移 所 見 を 指 摘 し え な い 」 が 変 換 さ れ 、 ラ ベ ル 化

テ キ ス ト デ ー タ 「 ３ ４ ， ２ ９ ， ２ ５ ， ４ ， １ ３ ０ ， ２ ２ 」 が 生 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 訓 練 に は 、 訓 練 用 の テ キ ス ト デ ー タ か ら 生 成 さ れ た ラ ベ ル 化 テ キ

ス ト デ ー タ （ 以 下 、 「 訓 練 用 ラ ベ ル 化 テ キ ス ト デ ー タ 」 と も い う ） と 、 そ の 正 解 で あ る 訓

練 用 の テ キ ス ト デ ー タ が 骨 内 腫 瘍 が 「 陽 性 」 で あ る か 、 陰 性 で あ る か を 示 す ラ ベ ル 値 （ 以

下 、 「 正 解 ラ ベ ル 値 」 と も い う ） が 組 み 合 わ さ れ て 使 用 さ れ る 。 言 い 換 え る と 訓 練 用 ラ ベ

ル 化 テ キ ス ト デ ー タ を 人 工 知 能 モ デ ル の 入 力 層 に 入 力 し 、 出 力 層 に 訓 練 用 ラ ベ ル 化 テ キ ス

ト デ ー タ に 対 応 す る 正 解 ラ ベ ル 値 を 入 力 し 、 人 工 知 能 ア ル ゴ リ ズ ム を 訓 練 す る 。 こ の 訓 練

に よ り 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 生 成 す る 。 こ こ で 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 は 、 最 初 に 訓 練 し

た 人 工 知 能 モ デ ル に 限 ら ず 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を さ ら に 再 学 習 さ せ た 人 工 知 能 モ デ ル を

含 み 得 る 。

　 こ れ ら の 処 理 は 、 例 え ば 、 基 本 ソ フ ト ウ エ ア と し て 、 Ｍ ａ ｔ ｈ ｗ ｏ ｒ ｋ ｓ 社 の Ｍ Ａ Ｔ Ｌ

Ａ Ｂ （ 商 標 ） を 使 用 し て 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 基 本 ソ フ ト ウ エ ア に は 、 様 々 な 公 知 の

Ｔ ｏ ｏ ｌ 　 Ｂ ｏ ｘ を 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 言 語 が 英 語 で あ る 場 合 に も 、 同 様 の 基 本 ソ フ ト ウ エ ア を 使 用 し て 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能

を 構 築 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 解 析 対 象 と な る 解 析 用 テ キ ス ト デ ー タ に つ い て も 、 訓 練 用 ラ ベ ル

化 テ キ ス ト デ ー タ の 生 成 処 理 の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ２ か ら ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ３ に 準 じ て ラ ベ ル 化

テ キ ス ト デ ー タ 生 成 す る こ と が で き る 。 解 析 用 テ キ ス ト デ ー タ に 関 し て は 、 ア ノ テ ー シ ョ

ン 処 理 は 行 う こ と な く 、 第 ２ の 作 業 者 が 入 力 し た 読 影 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ に 対 し

て 、 前 処 理 を 行 う 。

【 ０ ０ ６ １ 】
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　 １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 に は デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム を 使 用 す る こ と が で き る 。 好

ま し く は 、 Ｃ Ｎ Ｎ で あ る 。 デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム の 訓 練 に は 、 検 査 画 像 デ ー タ

を 訓 練 用 画 像 デ ー タ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 検 査 画 像 デ ー タ は 、 通 常 の 医 療 分 野 に

お け る 検 査 画 像 取 得 に 使 用 さ れ て い る 画 像 の 解 像 度 、 画 素 数 で あ る 限 り 制 限 さ れ な い 。 例

え ば 、 Ｃ Ｔ 画 像 の 場 合 、 画 像 の 大 き さ は 通 常 ５ １ ２ ピ ク セ ル × ５ １ ２ ピ ク セ ル で 取 得 さ れ

る 。 ま た 、 ピ ク セ ル 値 は － １ ０ ０ ０ か ら ３ ０ ０ ０ の 間 で 設 定 さ れ て い る 。 ス ラ イ ス の 厚 さ

は 、 １ ｍ ｍ 、 ２ ｍ ｍ 、 及 び ５ ｍ ｍ の い ず れ で あ っ て も よ い 。 １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 訓 練 デ

ー タ は 、 検 査 画 像 と こ れ に 対 す る 第 ３ の 作 業 者 の 判 定 結 果 と な る 。 第 ３ の 作 業 者 は 、 転 移

部 位 、 疼 痛 、 腫 瘍 の 性 状 、 椎 体 ア ラ イ メ ン ト 、 椎 体 破 壊 割 合 、 脊 髄 後 外 側 の 障 害 、 溶 骨 性

病 変 の 有 無 、 骨 破 壊 割 合 、 脊 髄 後 外 側 の 障 害 の 有 無 、 脊 柱 管 内 へ の 進 展 の 程 度 を 各 訓 練 用

の 検 査 画 像 と 対 応 さ せ る 。 検 査 画 像 を 人 工 知 能 ア ル ゴ リ ズ ム の 入 力 デ ー タ と し 、 第 ３ の 作

業 者 の 判 定 を ラ ベ ル 化 し た ラ ベ ル 値 を 出 力 値 と し て 、 人 工 知 能 ア ル ゴ リ ズ ム を 訓 練 す る 。

例 え ば 訓 練 デ ー タ 数 が 少 な い 場 合 に は 、 例 え ば 他 の 検 査 画 像 で 訓 練 さ れ た 人 工 知 能 ア ル ゴ

リ ズ ム を 使 っ て 、 転 移 学 習 を 行 っ て も よ い 。 こ れ ら の 処 理 は 、 例 え ば 、 基 本 ソ フ ト ウ エ ア

と し て 、 Ｍ ａ ｔ ｈ ｗ ｏ ｒ ｋ ｓ 社 の Ｍ Ａ Ｔ Ｌ Ａ Ｂ （ 商 標 ） を 使 用 し て 行 う こ と が で き る 。 ま

た 、 基 本 ソ フ ト ウ エ ア に は 、 様 々 な 公 知 の Ｔ ｏ ｏ ｌ 　 Ｂ ｏ ｘ を 組 み 合 わ せ る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 解 析 対 象 と な る 検 査 画 像 デ ー タ も 、 訓 練 用 画 像 デ ー タ と 同 様 に 取

得 さ れ 得 る 。 し か し 、 解 析 対 象 と な る 検 査 画 像 デ ー タ は 、 通 常 の 医 療 分 野 に お け る 検 査 画

像 取 得 に 使 用 さ れ て い る 画 像 の 解 像 度 、 画 素 数 で あ る 限 り 制 限 さ れ な い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

２ ． 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者 を ス ク リ ー ニ ン グ す る た め の シ ス テ ム

２ － １ ． ス ク リ ー ニ ン グ シ ス テ ム の 構 成

　 図 ５ を 用 い て 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者 を ス ク リ ー ニ ン グ す る た め の

シ ス テ ム １ ０ ０ ０ （ 以 下 、 単 に 「 シ ス テ ム １ ０ ０ ０ 」 と も い う ） の 概 要 を 示 す 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 ５ に 示 す シ ス テ ム １ ０ ０ ０ は 、 医 療 機 関 １ に 備 え ら れ た 診 療 科 端 末 １ ｔ と 、 サ ー バ ５

０ と 、 画 像 診 断 端 末 ４ ０ と 、 提 示 装 置 １ ０ を 備 え 得 る 。 こ れ ら は 、 通 信 可 能 に 有 線 又 は 無

線 の ネ ッ ト ワ ー ク で 接 続 さ れ て い る 。 サ ー バ ５ ０ は 、 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ と 、 画

像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ と 、 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ３ と を 格 納 し う る 。 病 院

情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ は 、 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ 、 検 査 依 頼 内

容 を 示 す デ ー タ 等 の 患 者 ご と の 電 子 カ ル テ に 記 録 さ れ た 内 容 を 格 納 す る 。 画 像 情 報 デ ー タ

ベ ー ス ５ ０ ２ は 、 各 患 者 の 検 査 画 像 デ ー タ を 格 納 す る 。 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス ５ ０

３ は 、 第 ２ の 作 業 者 が 入 力 し た 読 影 結 果 を 示 す テ キ ス ト デ ー タ 、 及 び ２ 次 抽 出 結 果 を 患 者

ご と に 格 納 す る 。 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ 、 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ 、 及 び 骨 関

連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ３ に 格 納 さ れ て い る 各 患 者 の デ ー タ は 、 患 者 氏 名 又 は 患 者 Ｉ

Ｄ 、 も し く は 検 査 Ｉ Ｄ 等 で 紐 付 け ら れ て い る 。 画 像 診 断 端 末 ４ ０ は 、 上 記 １ ． に お い て 説

明 し た ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ に お い て 、 第 ２ の 作 業 者 が 検 査 画 像 を 読 影 す る 際 に 使 用 す る 。 提 示

装 置 １ ０ は 、 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ３ に 格 納 さ れ た 上 記 １ ． に お い て 説 明 し た

０ 次 抽 出 、 及 び １ 次 抽 出 を 行 い 、 ２ 次 抽 出 結 果 を サ ー バ ５ ０ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 医 療 機 関 は 複 数 で あ っ て も よ い 。 図 ５ で は 、 他 の 医 療 機 関 と し て 、 医 療 機 関 ２ と 医 療 機

関 ３ を 例 示 し て い る 。 複 数 の 医 療 機 関 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 患 者 の 診 察 を 行 っ て お り 、 放 射

線 検 査 部 の よ う な 画 像 検 査 部 を 備 え て い る 。 ま た 、 診 療 科 端 末 も そ れ ぞ れ 独 立 し て 備 え て

い る （ 例 え ば 、 医 療 機 関 ２ の 診 療 科 端 末 ２ ｔ 、 医 療 機 関 ３ の 診 療 科 端 末 ３ ｔ ） 。 複 数 の 医

療 機 関 は 、 一 つ の 組 織 の 分 院 等 で あ っ て も よ い が 、 独 立 し た 組 織 が 運 営 す る 期 間 で あ っ て

も よ い 。 こ こ で は 、 便 宜 上 、 １ つ の 医 療 機 関 で あ る 医 療 機 関 １ と 、 サ ー バ ５ ０ と 、 画 像 診

断 端 末 ４ ０ と 、 提 示 装 置 １ ０ と を 例 と し て シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 説 明 を 行 う が 、 以 下 の 説 明

に お い て 、 医 療 機 関 １ は 、 医 療 機 関 ２ 、 又 は 医 療 機 関 ３ に 置 き 換 え る こ と が で き る 。 同 様
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に 診 療 科 端 末 １ ｔ は 、 診 療 科 端 末 ２ ｔ 又 は 診 療 科 端 末 ３ ｔ に 置 き 換 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

２ － ２ ． ス ク リ ー ニ ン グ シ ス テ ム の 動 作

　 図 ６ を 用 い て シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 動 作 の 例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 サ ー バ ５ ０ に 格 納 さ れ て い る 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ 内 の デ ー タ は 、 医 療 機 関 １ の

診 療 科 端 末 １ ｔ に 患 者 ご と に 電 子 カ ル テ と し て 読 み 込 み 可 能 で あ る 。 医 療 機 関 １ に お い て

、 第 １ の 作 業 者 が 患 者 を 診 察 し た 結 果 、 画 像 検 査 を 行 っ た 方 が よ い と 判 断 し た 場 合 、 診 療

科 端 末 １ ｔ に 読 み 込 ま れ た 患 者 の 電 子 カ ル テ 内 か ら 画 像 検 査 を 依 頼 す る こ と が で き る 。 検

査 依 頼 内 容 は 、 診 療 科 端 末 １ ｔ か ら 入 力 さ れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 医 療 機 関 １ 内 の 放 射

線 検 査 部 に 送 ら れ る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ １ ） 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 放 射 線 検 査 部 で は 、 第 １ の 作 業 者 か ら 依 頼 さ れ た 検 査 依 頼 内 容 に し た が っ て 、 患 者 の 撮

像 対 象 部 位 の 画 像 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ２ ） 。 撮 像 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 検 査 依 頼

の あ っ た 患 者 の 電 子 カ ル テ に 紐 付 け ら れ 、 第 １ の 作 業 者 が 診 療 科 端 末 １ ｔ か ら 閲 覧 可 能 と

な る 。 さ ら に 、 撮 像 さ れ た 画 像 デ ー タ は 、 サ ー バ ５ ０ に 送 信 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ３ ） 、

サ ー バ ５ ０ が こ れ を 受 信 し （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ １ ） 、 患 者 の 電 子 カ ル テ に 含 ま れ る 臨 床 所 見

を 示 す デ ー タ の 一 つ と し て 、 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ に 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 結 び

つ け て 格 納 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ２ ） 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 第 ２ の 作 業 者 が 、 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ 内 に 格 納 さ れ た 、 患

者 の 検 査 画 像 の 読 影 を 、 第 １ の 作 業 者 か ら 依 頼 が 無 い 場 合 で あ っ て も 積 極 的 に 行 う 。 第 ２

の 作 業 者 は 、 有 線 又 は 無 線 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 画 像 診 断 端 末 ４ ０ か ら 画 像 情 報 デ ー タ

ベ ー ス ５ ０ ２ 内 に 格 納 さ れ た 画 像 デ ー タ に ア ク セ ス す る 。 画 像 診 断 端 末 ４ ０ は 、 第 ２ の 作

業 者 に よ る 処 理 開 始 の 入 力 を 受 け 付 け 、 サ ー バ ５ ０ に 所 定 期 間 内 に 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス

５ ０ ２ 内 に 格 納 さ れ た 検 査 画 像 を 要 求 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ １ ） 。 画 像 は 、 デ ー タ と し て

サ ー バ ５ ０ か ら 送 信 さ れ て も よ い が 、 ブ ラ ウ ザ を 介 し た 表 示 で あ っ て も よ い （ ス テ ッ プ Ｓ

Ｔ ５ ２ ） 。 第 ２ の 作 業 者 は 、 表 示 さ れ た 画 像 の 読 影 を 行 い 、 そ の 結 果 を テ キ ス ト デ ー タ と

し て サ ー バ ５ ０ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ３ ） 。 サ ー バ ５ ０ は 、 読 影 結 果 を 受 信 し 、 読

影 し た 画 像 、 及 び そ の 画 像 が 撮 像 さ れ た 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 紐 付 け て 、 各 画 像

の 画 像 診 断 報 告 書 デ ー タ と し て サ ー バ ５ ０ 内 の 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ に 格 納 す る （

ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ４ ） 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 図 ７ に 、 画 像 の 読 影 結 果 を 入 力 す る た め の 読 影 結 果 登 録 ダ イ ア ロ グ Ｄ １ の 例 を 示 す 。 読

影 結 果 登 録 ダ イ ア ロ グ Ｄ １ は 、 画 像 診 断 端 末 ４ ０ に 呼 び 出 し た 画 像 と 紐 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 読 影 結 果 登 録 ダ イ ア ロ グ Ｄ １ は 、 患 者 情 報 が 表 示 さ れ る 領 域 Ｄ １ １ と 、 臨 床 所 見 が 表 示

さ れ る 領 域 Ｄ １ ２ と 、 第 ２ の 作 業 者 が 読 影 結 果 を テ キ ス ト 入 力 す る た め の 領 域 Ｄ １ ３ を 備

え る 。 領 域 Ｄ １ １ と 領 域 １ ２ は 、 患 者 氏 名 、 又 は 患 者 Ｉ Ｄ に よ り 患 者 の 電 子 カ ル テ と 紐 付

け ら れ 、 所 見 デ ー タ イ ン ポ ー ト ア イ コ ン Ｄ １ ５ を 第 ２ の 作 業 者 が ク リ ッ ク 、 タ ッ チ 等 を 行

う こ と に よ り 、 領 域 Ｄ １ １ と 領 域 １ ２ に 対 応 す る 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ 、 及 び 臨 床 所 見 を

示 す デ ー タ が 、 サ ー バ ５ ０ の 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ に 格 納 さ れ て い る 電 子 カ ル テ か

ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 ７ の 例 で は 、 読 影 結 果 登 録 ダ イ ア ロ グ Ｄ １ の １ 画 面 が 一 人 の 患 者 に 対 応 し て い る が 、

一 人 の 患 者 に つ い て １ 回 の 画 像 検 査 で 複 数 の 画 像 が 撮 像 さ れ た 場 合 に は 、 読 影 結 果 登 録 ダ

イ ア ロ グ Ｄ １ は 複 数 の 画 像 と 紐 付 け ら れ 得 る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 ま た 、 複 数 の 患 者 の そ れ ぞ れ に 対 応 し た 電 子 カ ル テ の 情 報 を 画 像 診 断 端 末 ４ ０ に 一 度 に

ダ ウ ン ロ ー ド し え る 。 複 数 の 患 者 に つ い て 情 報 を 取 得 し た 場 合 に は 、 Ｐ ｒ ｅ ｖ ｉ ｏ ｕ ｓ ア
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イ コ ン Ｄ １ ７ 又 は Ｎ ｅ ｘ ｔ ア イ コ ン Ｄ １ ８ を 第 ２ の 作 業 者 が ク リ ッ ク 、 タ ッ チ す る こ と に

よ り 、 患 者 の 表 示 を 変 え る こ と が で き る 。 ま た 、 領 域 Ｄ １ １ の 最 上 段 の ＃ １ ／ １ ５ ２ は １

５ ２ 名 の 患 者 に つ い て 画 像 診 断 端 末 ４ ０ に 画 像 を 読 み 込 み 、 そ の １ 人 目 の 読 影 結 果 登 録 ダ

イ ア ロ グ Ｄ １ を 表 示 し て い る こ と を 意 味 し て い る 。 「 １ 」 は 、 希 望 す る 番 号 に 書 き 換 え 入

力 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 第 ２ の 作 業 者 が 、 領 域 Ｄ １ ３ に 検 査 画 像 の 読 影 結 果 を 入 力 し 、 Ｄ Ｂ 登 録 ア イ コ ン Ｄ ２ ０

を ク リ ッ ク 、 又 は タ ッ チ す る こ と に よ り 、 第 ２ の 作 業 者 が 入 力 し た 読 影 結 果 を 示 す テ キ ス

ト デ ー タ が サ ー バ ５ ０ の 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ３ に 格 納 さ れ る 。 こ こ で 、 検 査

画 像 の 読 影 は 、 医 師 が 行 わ な け れ ば な ら な い が 、 領 域 １ ３ へ の 読 影 結 果 の テ キ ス ト 入 力 は

、 医 師 以 外 の 者 が 医 師 の 指 示 を 受 け て 行 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 ５ に 戻 り 、 さ ら に シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 動 作 を 説 明 す る 。 放 射 線 腫 瘍 医 等 の ユ ー ザ は 、

有 線 又 は 無 線 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 提 示 装 置 １ ０ か ら サ ー バ ５ ０ の 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー

タ ベ ー ス ５ ０ ３ に ア ク セ ス す る 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 サ ー バ ５ ０ の 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ

ー ス ５ ０ ３ に 格 納 さ れ て い る 読 影 結 果 の テ キ ス ト デ ー タ 内 に 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト

デ ー タ を 含 む 画 像 読 影 結 果 の 抽 出 を 要 求 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ １ ） 。 サ ー バ ５ ０ は 、 画 像

読 影 結 果 の 抽 出 を 行 い 、 抽 出 し た 画 像 読 影 結 果 を デ ー タ と し て 提 示 装 置 １ ０ に 送 信 す る か

、 ブ ラ ウ ザ を 介 し て 提 示 装 置 １ ０ に 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ２ ） 。 ま た 、 骨 内 腫 瘍 に 関

連 す る テ キ ス ト デ ー タ を 含 む 画 像 読 影 結 果 の 抽 出 は 所 定 期 間 内 に 読 影 が 行 わ れ た 画 像 に 対

し て 行 っ て も よ い 。 所 定 期 間 は 、 好 ま し く は 、 未 読 影 の 画 像 が 蓄 積 さ れ 始 め た 日 を 起 算 点

と し 、 読 影 を 行 う 日 ま で と す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 画 像 の 読 影 が １ ヶ 月 ご と に 行 わ れ

る 場 合 に は 、 所 定 期 間 は １ ヶ 月 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 放 射 線 腫 瘍 医 等 の 第 ３ の 作 業 者 が 、 抽 出 さ れ た 画 像 読 影 結 果 を 精 査 し 、 骨 関 連 事 象 を 引

き 起 こ す 可 能 性 を 疑 う 患 者 の 抽 出 を 行 う 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 第 ３ の 作 業 者 か ら の 抽 出 結 果

を 受 け 付 け （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ３ ） 、 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ 、 読 影 さ れ た

画 像 と 紐 付 け て 画 像 の 読 影 結 果 を 示 す デ ー タ を 含 む 画 像 診 断 報 告 書 デ ー タ を 提 示 す る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 提 示 さ れ た 画 像 診 断 報 告 書 デ ー タ に 基 づ い て 、 整 形 外 科 医 等 の 第 ４ の 作 業 者 が 上 記 １ ．

の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ で 述 べ た ス コ ア リ ン グ を 行 い 、 ス コ ア リ ン グ の 結 果 に 基 づ い て 、 高 ス コ

ア 患 者 を 抽 出 す る 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 第 ４ の 作 業 者 に よ る 抽 出 結 果 の 入 力 を 受 け 付 け る （

ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ４ ） 。 提 示 装 置 １ ０ が 、 第 ４ の 作 業 者 か ら ス コ ア リ ン グ の 結 果 を 受 け 付 け

る 際 に 表 示 す る ダ イ ア ロ グ の 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 ま た 、 提 示 装 置 １ ０ は 、 ス コ ア リ ン グ に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 氏 名 又 は 患 者 Ｉ Ｄ と

、 ス コ ア リ ン グ の 結 果 と を 、 抽 出 結 果 と し て サ ー バ ５ ０ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ５ ）

。 サ ー バ ５ ０ は 、 受 診 し た ス コ ア リ ン グ に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 氏 名 又 は 患 者 Ｉ Ｄ に

基 づ い て 、 前 記 患 者 の ス コ ア リ ン グ の 結 果 を 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者

の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と 紐 付 け 、 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー

ス ５ ０ ３ に 格 納 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ５ ） 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 ス コ ア リ ン グ に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 読 影 結 果 は 、 患 者 の 骨 関 連 事 象 情 報 と し て 、 第 ４

の 作 業 者 、 又 は 第 ３ の 作 業 者 を 介 し て 、 あ る い は 、 電 子 カ ル テ を 介 し て 、 第 １ の 作 業 者 に

フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 図 ５ に お い て は 、 サ ー バ ５ ０ 、 画 像 診 断 端 末 ４ ０ 、 提 示 装 置 １ ０ は 独 立 し た 装 置 と し て

説 明 し て い る が 、 こ れ ら は 、 一 部 、 全 部 が 一 体 と な っ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 図 ５ に お い て は 、 １ 台 の サ ー バ ５ ０ が 、 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ 、 画 像 情 報 デ ー タ
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ベ ー ス ５ ０ ２ 、 及 び 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ３ を 格 納 し て い る 例 を 示 し て い る が

、 そ れ ぞ れ の デ ー タ ベ ー ス は 、 一 部 、 又 は 全 部 が 、 異 な る サ ー バ に 格 納 さ れ て い て も よ い

。 例 え ば 、 電 子 カ ル テ や 医 事 会 計 、 診 療 予 約 な ど 含 む 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ と し て

Ｈ Ｉ Ｓ （ 病 院 情 報 シ ス テ ム ： Ｈ ｏ ｓ ｐ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ｉ ｎ ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ

ｓ ） を 使 用 す る こ と が で き る 。 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ と し て Ｐ Ａ Ｃ Ｓ （ 画 像 保 存 通

信 シ ス テ ム ： Ｐ ｉ ｃ ｔ ｕ ｒ ｅ 　 Ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｖ ｉ ｎ ｇ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｃ ｏ ｍ ｍ ｕ ｎ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ

ｎ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ｓ ） を 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 図 ５ に お け る 診 療 科 端 末 １ ｔ ， ２ ｔ ， ３ ｔ 、 サ ー バ ５ ０ 、 画 像 診 断 端 末 ４ ０ 、 提 示 装 置

１ ０ は 、 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ で あ り 得 る 。 診 療 科 端 末 １ ｔ ， ２ ｔ ， ３ ｔ 、 サ ー バ ５ ０ 、 画 像

診 断 端 末 ４ ０ の ハ ー ド ウ エ ア の 構 成 は 後 述 す る 提 示 装 置 １ ０ の 構 成 と 同 様 で あ る の で 、 説

明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

３ ． 提 示 装 置 及 び 提 示 方 法

　 次 に 、 提 示 装 置 １ ０ が 行 う 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者 を 提 示 す る た め の

提 示 方 法 （ 以 下 、 単 に 「 提 示 方 法 」 と す る ） 及 び 提 示 装 置 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

３ － １ ． 提 示 方 法

　 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者 を 提 示 す る た め の 方 法 は 、 第 １ の 工 程 と 、 第

２ の 工 程 と を 含 み 得 る 。

　 第 １ の 工 程 は 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 を 抽 出 す る 工 程 で あ る 。

　 前 記 画 像 は 、 画 像 検 査 に よ り 取 得 さ れ た 検 査 画 像 で あ る 。 検 査 画 像 は 、 上 記 １ ． 及 び ２

． で 述 べ た よ う に 、 １ 又 は 複 数 の 医 療 機 関 に お い て 、 患 者 ご と に 第 １ の 作 業 者 が 依 頼 す る

。 第 ２ の 作 業 者 は 、 第 １ の 作 業 者 か ら の 検 査 画 像 の 読 影 の 有 無 に か か わ ら ず 、 複 数 の 患 者

に つ い て 、 撮 像 さ れ た 個 々 の 画 像 を 読 影 す る 。 読 影 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ を 、 前 記

画 像 と 、 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と を 紐 付 け て 、 各 患 者 の 画 像 診

断 報 告 書 と し て 、 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ に 格 納 す る 。

　 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 は 、 格 納 さ れ た 読 影 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ 内 に 存 在 す る

骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ い て 抽 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 抽 出 は 、 ヒ ト が 行 っ て も よ い が コ ン ピ ュ ー タ が 行 っ て も よ い 。 コ ン ピ ュ ー タ が 抽 出 を 行

う 場 合 、 読 影 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ か ら の 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ の 抽

出 は 、 あ ら か じ め 作 成 さ れ た 単 語 辞 書 に 基 づ く 単 語 検 索 、 自 然 言 語 処 理 、 及 び 上 記 １ ． で

述 べ た 訓 練 済 み の ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 等 に よ り 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 続 い て 、 放 射 線 腫 瘍 医 等 の 第 ３ の 作 業 者 、 又 は 上 記 １ ． で 述 べ た 訓 練 済 み の １ 次 抽 出 用

人 工 知 能 が 第 １ 工 程 で 抽 出 さ れ た 画 像 を 読 影 し 、 画 像 内 の 所 見 に 基 づ い て 骨 関 連 事 象 を 引

き 起 こ す 可 能 性 を 疑 っ た 患 者 を 抽 出 す る 。 第 ２ の 工 程 に お い て 、 提 示 装 置 １ ０ は 、 第 ３ の

作 業 者 が 抽 出 し た 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 っ た 患 者 に つ い て 、 前 記 画 像 情 報 デ

ー タ ベ ー ス に 格 納 さ れ た 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 読 影 し た 画 像 と 、 前 記 画 像 の 読 影

結 果 を 示 す デ ー タ と を 提 示 す る 。

　 好 ま し く は 、 提 示 方 法 は 、 第 ３ の 工 程 を 含 み 得 る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 第 ２ の 工 程 の 後 に 、 第 ４ の 作 業 者 が 前 記 第 ２ の 工 程 で 抽 出 さ れ た 患 者 に つ い て ス コ ア リ

ン グ を 行 う 。 第 ４ の 作 業 者 は 、 ス コ ア リ ン グ の 結 果 、 ス コ ア が 高 い 患 者 を 、 骨 関 連 事 象 を

引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者 と し て 抽 出 す る 。 第 ４ の 作 業 者 に 代 わ り 、 提 示 装 置 １ ０ が 、

第 ２ の 工 程 を 行 っ て も よ い 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 第 ３ の 工 程 と し て 、 第 ４ の 作 業 者 が 、 骨 関

連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 患 者 の ス コ ア リ ン

グ の 結 果 を 提 示 す る 。

　 さ ら に 好 ま し く は 、 提 示 方 法 は 、 第 ４ の 工 程 を 含 み 得 る 。
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【 ０ ０ ８ ８ 】

　 第 ４ の 工 程 で は 、 第 ４ の 工 程 の 後 に 、 第 ４ の 工 程 に お い て 第 ４ の 作 業 者 が 抽 出 し た 骨 関

連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 患 者 の ス コ ア リ ン

グ の 結 果 と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と を 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 。

　 こ こ で 提 示 と は 、 後 述 す る 出 力 部 １ １ ２ へ の 出 力 を 意 図 し 、 デ ィ ス プ レ イ 上 へ の 表 示 、

紙 媒 体 へ の 印 刷 を 介 し て 、 各 デ ー タ を 示 す こ と を 意 図 す る 。

　 本 項 に お い て 、 上 記 １ ． 及 び ２ ． で 使 用 し た 用 語 と 共 通 す る 用 語 に つ い て は 、 上 記 １ ．

及 び ２ ． の 説 明 を こ こ に 援 用 す る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

３ － ２ ． 提 示 装 置

（ １ ） ハ ー ド ウ エ ア の 構 成

　 提 示 装 置 は 、 上 記 ３ － １ ． に 記 載 し た 提 示 方 法 を 実 現 し え る 。 提 示 装 置 １ ０ は 汎 用 コ ン

ピ ュ ー タ で あ り 得 る た め 、 そ の 外 観 の 例 は 、 図 ５ に 示 し た と お り で あ る 。

　 図 ９ に 提 示 装 置 １ ０ の ハ ー ド ウ エ ア の 構 成 を 示 す 。

　 図 ９ に 示 す よ う に 、 提 示 装 置 １ ０ は 、 入 力 部 １ １ １ と 、 出 力 部 １ １ ２ と 、 記 憶 媒 体 １ １

３ と に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 提 示 装 置 １ ０ は 、 処 理 部 １ ０ １ と 、 主 記 憶 部 １ ０ ２ と 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ ｒ ｅ ａ ｄ 　 ｏ ｎ ｌ ｙ 　

ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） １ ０ ３ と 、 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ と 、 通 信 イ ン タ フ ェ ー ス （ Ｉ ／ Ｆ ） １ ０ ５ と

、 入 力 イ ン タ フ ェ ー ス （ Ｉ ／ Ｆ ） １ ０ ６ と 、 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス （ Ｉ ／ Ｆ ） １ ０ ７ と 、 メ

デ ィ ア イ ン タ ー フ ェ ー ス （ Ｉ ／ Ｆ ） １ ０ ８ を 備 え て お り 、 各 部 は バ ス １ ０ ９ に よ っ て 互 い

に デ ー タ 通 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 主 記 憶 部 １ ０ ２ 又 は 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ と を 合 わ せ て

、 単 に 記 憶 部 と 呼 ぶ こ と も あ る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 提 示 装 置 １ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ で あ る 。 処 理 部 １ ０ １ は 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ １ ０ と 協 働

し て も よ い 。 処 理 部 １ ０ １ が 、 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ 又 は Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ３ に 記 憶 さ れ て い る コ ン

ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と で 提 示 装 置 １ ０ が 機 能 す る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 主 記 憶 部 １ ０ ２ は 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 又 は Ｄ Ｒ Ａ Ｍ な ど の Ｒ Ａ Ｍ （ Ｒ ａ ｎ ｄ ｏ ｍ 　 ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ

　 ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） に よ っ て 構 成 さ れ る 。 主 記 憶 部 １ ０ ２ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ３ 及 び 補 助 記 憶 部

１ ０ ４ に 記 録 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム の 読 み 出 し に 用 い ら れ る 。 ま た 、 主 記 憶

部 １ ０ ２ は 、 処 理 部 １ ０ １ が こ れ ら の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る と き の 作 業 領 域

と し て 利 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ３ は 、 マ ス ク Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ な ど に よ っ て 構

成 さ れ 、 処 理 部 １ ０ １ に よ り 実 行 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 及 び こ れ に 用 い る デ ー タ

が 記 録 さ れ て い る 。 処 理 部 １ ０ １ は Ｍ Ｐ Ｕ １ ０ １ と し て も よ い 。 Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ３ は 、 提 示 装

置 １ ０ の 起 動 時 に 、 処 理 部 １ ０ １ に よ っ て 実 行 さ れ る ブ ー ト プ ロ グ ラ ム や 提 示 装 置 １ ０ の

ハ ー ド ウ エ ア の 動 作 に 関 連 す る プ ロ グ ラ ム や 設 定 を 記 憶 す る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 等 の 半 導 体 メ モ リ 素 子 、 光 デ

ィ ス ク 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ に は 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム （ Ｏ Ｓ

） １ ０ ４ Ｏ Ｓ と 、 提 示 処 理 を 処 理 部 １ ０ １ に 実 行 さ せ る た め の 提 示 プ ロ グ ラ ム １ ０ ４ Ｐ Ｐ

と 、 ス ク リ ー ニ ン グ 処 理 を 処 理 部 １ ０ １ に ス ク リ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム １ ０ ４ Ｓ Ｐ の 処 理 部

１ ０ １ に 実 行 さ せ る た め の 種 々 の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 及 び コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム の

実 行 に 用 い る 各 種 設 定 デ ー タ が 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ は 、 提 示 プ ロ グ

ラ ム １ ０ ４ Ｐ Ｐ が 使 用 す る 、 訓 練 済 み の ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 及 び １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 等 の

人 工 知 能 ア ル ゴ リ ズ ム を 格 納 す る Ａ Ｉ デ ー タ ベ ー ス Ａ Ｉ Ｄ Ｂ を 格 納 す る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 通 信 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ５ は 、 Ｕ Ｓ Ｂ 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４ 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ な ど の シ リ ア ル イ ン
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タ フ ェ ー ス 、 Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ 、 Ｉ Ｄ Ｅ 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ２ ８ ４ な ど の パ ラ レ ル イ ン タ フ ェ ー ス 、 及 び

Ｄ ／ Ａ 変 換 器 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 な ど か ら な る ア ナ ロ グ イ ン タ フ ェ ー ス 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ

フ ェ ー ス コ ン ト ロ ー ラ （ Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ 　 ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ａ ｃ ｅ 　 ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ｌ ｅ ｒ ：

Ｎ Ｉ Ｃ ） 等 か ら 構 成 さ れ る 。 通 信 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ５ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て サ ー バ ５ ０ 等 と

通 信 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 入 力 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ６ は 、 例 え ば 、 Ｕ Ｓ Ｂ 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４ 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ な ど の シ リ

ア ル イ ン タ フ ェ ー ス 、 Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ 、 Ｉ Ｄ Ｅ 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ２ ８ ４ な ど の パ ラ レ ル イ ン タ フ ェ ー

ス 、 及 び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 な ど か ら な る ア ナ ロ グ イ ン タ フ ェ ー ス な ど か ら 構 成

さ れ る 。 入 力 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ６ は 、 入 力 部 １ １ １ か ら ユ ー ザ に よ る 例 え ば 、 各 刺 激 発 生 デ バ イ

ス Ｓ Ｇ の 制 御 条 件 等 の 文 字 入 力 、 ク リ ッ ク 、 音 声 入 力 等 を 受 け 付 け る 。 受 け 付 け た 入 力 内

容 は 、 主 記 憶 部 １ ０ ２ 又 は 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ に 記 憶 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 入 力 部 １ １ １ は 、 タ ッ チ パ ネ ル 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス 、 ペ ン タ ブ レ ッ ト 、 マ イ ク 等 か ら

構 成 さ れ 、 提 示 装 置 １ ０ に 文 字 入 力 又 は 音 声 入 力 を 行 う 。 入 力 部 １ １ １ は 、 提 示 装 置 １ ０

の 外 部 か ら 接 続 さ れ て も 、 提 示 装 置 １ ０ と 一 体 と な っ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 出 力 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ７ は 、 例 え ば 、 入 力 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ６ と 同 様 の イ ン タ フ ェ ー ス か ら 構 成 さ れ

る 。 出 力 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ７ は 、 処 理 部 １ ０ １ が 生 成 し た 情 報 を 出 力 部 １ １ ２ に 出 力 す る 。 出 力

Ｉ ／ Ｆ １ ０ ７ は 、 処 理 部 １ ０ １ が 生 成 し 、 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ に 記 憶 し た 情 報 を 、 出 力 部 １

１ ２ に 出 力 す る 。

　 出 力 部 １ １ ２ は 、 例 え ば デ ィ ス プ レ イ 、 プ リ ン タ 等 で 構 成 さ れ 得 る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 メ デ ィ ア Ｉ ／ Ｆ １ ０ ８ は 、 記 憶 媒 体 １ １ ３ に 記 憶 さ れ た 、 例 え ば 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ

フ ト 等 を 読 み 出 す 。 読 み 出 さ れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト 等 は 、 主 記 憶 部 １ ０ ２ 又 は 補 助

記 憶 部 １ ０ ４ に 記 憶 さ れ る 。 ま た 、 メ デ ィ ア Ｉ ／ Ｆ １ ０ ８ は 、 処 理 部 １ ０ １ が 生 成 し た 情

報 を 記 憶 媒 体 １ １ ３ に 書 き 込 む 。 メ デ ィ ア Ｉ ／ Ｆ １ ０ ８ は 、 処 理 部 １ ０ １ が 生 成 し 、 補 助

記 憶 部 １ ０ ４ に 記 憶 し た 情 報 を 、 記 憶 媒 体 １ １ ３ に 書 き 込 む 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 記 憶 媒 体 １ １ ３ は 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 、 又 は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 で 構

成 さ れ る 。 記 憶 媒 体 １ １ ３ は 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ 、

又 は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ 等 に よ っ て メ デ ィ ア Ｉ ／ Ｆ １ ０ ８ と 接 続 さ れ る 。 記 憶 媒 体 １

１ ３ に は 、 コ ン ピ ュ ー タ が オ ペ レ ー シ ョ ン を 実 行 す る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム

等 が 格 納 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 提 示 装 置 １ ０ の 制 御 に 必 要 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト や 各 種 設 定 を Ｒ

Ｏ Ｍ １ ０ ３ 又 は 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ か ら の 読 み 出 し に 代 え て 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 取 得 し

て も よ い 。 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が ネ ッ ト ワ ー ク 上 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ の 補

助 記 憶 部 内 に 格 納 さ れ て お り 、 こ の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ に 提 示 装 置 １ ０ が ア ク セ ス し て 、

コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム を ダ ウ ン ロ ー ド し 、 こ れ を Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ３ 又 は 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ に

記 憶 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 ま た 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ０ ３ 又 は 補 助 記 憶 部 １ ０ ４ に は 、 例 え ば 、 米 国 マ イ ク ロ ソ フ ト 社 が 製 造

販 売 す る Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ （ 登 録 商 標 ） な ど の グ ラ フ ィ カ ル ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス 環 境 を 提

供 す る オ ペ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム が イ ン ス ト ー ル さ れ て い る 。 後 述 す る 経 頭 蓋 刺 激 を 行 う た

め の コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム は 、 前 記 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 上 で 動 作 す る も の と す る

。 す な わ ち 、 提 示 装 置 １ ０ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 で あ り 得 る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

（ ２ ） 提 示 プ ロ グ ラ ム の 処 理

　 図 １ ０ を 用 い て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 提 示 装 置 １ ０ と し て 機 能 さ せ る た め の 提 示 プ ロ グ ラ ム
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１ ０ ４ PPの 処 理 を 説 明 す る 。

　 提 示 装 置 １ ０ の 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ に お い て 、 第 ３ の 作 業 者 の 処 理 開 始

の 要 求 に 応 じ て 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ い て 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る 画

像 を 抽 出 す る こ と を 、 通 信 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ８ を 介 し て 、 サ ー バ ５ ０ に 要 求 す る 。 骨 内 腫 瘍 に 関

連 す る 画 像 の 抽 出 は 、 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ に 基 づ い て 、 所 見 が 「 陽 性 」 で

あ る と 判 断 さ れ た 患 者 の 画 像 に 対 し て 行 わ れ る 。 こ の ス テ ッ プ は 、 上 記 １ ． で 述 べ た ス テ

ッ プ Ｓ Ｔ ４ 及 び 図 ６ で 述 べ た ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ １ に 対 応 す る 。 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト

デ ー タ の 抽 出 は 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 が 行 っ て も よ い 。 こ の 処 置 は 後 述 す る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 次 に 、 提 示 装 置 １ ０ の 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ２ に お い て 、 サ ー バ ５ ０ が 画 像

情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ か ら 抽 出 し た 画 像 を 取 得 し 、 出 力 部 １ １ ２ に 提 示 す る 。 サ ー バ ５

０ が 抽 出 し た 結 果 は 、 提 示 装 置 １ ０ の 記 憶 部 に 揮 発 性 、 又 は 不 揮 発 性 に 記 憶 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 第 ３ の 作 業 者 が 、 サ ー バ ５ ０ が 抽 出 し た 画 像 を 精 査 し 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性

を 疑 う 患 者 を 抽 出 す る 。 第 ３ の 作 業 者 が 抽 出 し た 患 者 の 情 報 は 、 入 力 部 １ １ １ を 介 し て 第

３ の 作 業 者 が そ の 選 択 情 報 を 入 力 し 、 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ３ に お い て 、 こ の

入 力 を 受 け 付 け る 。 ま た 、 提 示 装 置 １ ０ の 記 憶 部 に 揮 発 性 、 又 は 不 揮 発 性 に 記 憶 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 さ ら に 、 提 示 装 置 １ ０ の 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ３ に お い て 、 骨 関 連 事 象 を 引

き 起 こ す 可 能 性 を 疑 っ た 患 者 の 、 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 読 影 し た 画 像 と 、 前 記 画

像 の 読 影 結 果 を 示 す デ ー タ を 、 サ ー バ ５ ０ か ら 通 信 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ８ を 介 し て 取 得 し 出 力 部 １

１ ２ に 提 示 す る 。 こ の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ３ は 、 上 記 １ ． で 述 べ た ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ 及 び 図 ６ で

述 べ た ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ３ に 対 応 す る 。 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 う 患 者 の 抽 出 は

、 １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 が 行 っ て も よ い 。 こ の 処 置 は 後 述 す る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 次 に 整 形 外 科 医 等 の 第 ４ の 作 業 者 が ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ３ に お い て 提 示 さ れ た 患 者 に つ い て

、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 予 測 す る た め の ス コ ア リ ン グ に し た が っ て 、 各 患 者 の

ス コ ア を 算 出 す る 。 第 ４ の 作 業 者 は 、 ス コ ア が 高 い 患 者 を 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能

性 が 高 い 患 者 と し て 抽 出 す る 。 第 ４ の 作 業 者 が 抽 出 し た 患 者 の 情 報 は 、 入 力 部 １ １ １ を 介

し て 提 示 装 置 １ ０ に 入 力 さ れ 、 処 理 部 １ ０ １ が こ れ を 受 け 付 け る 。 入 力 さ れ た 情 報 は 、 提

示 装 置 １ ０ の 記 憶 部 に 揮 発 性 、 又 は 不 揮 発 性 に 記 憶 さ れ る 。 こ の ス テ ッ プ は 、 上 記 １ ． で

述 べ た ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ 及 び 図 ６ で 述 べ た ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ４ に 対 応 す る 。 ス コ ア が 高 い 患 者

の 抽 出 は 、 後 述 す る ス ク リ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム が 行 っ て も よ い 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 提 示 装 置 １ ０ の 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ４ に お い て 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す

可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ を サ ー バ ５ ０ か ら 通 信 Ｉ ／ Ｆ １ ０ ８

を 介 し て 取 得 し 、 前 記 患 者 の ス コ ア リ ン グ の 結 果 と 共 に 提 示 す る 。

　 こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ の 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ 及 び Ｓ Ｔ ７ ２ の 処 理 を 経 ず に 、

ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ ２ で 取 得 し た 検 査 画 像 に 対 し て 、 直 接 行 っ て も よ い 。

【 ０ １ ０ ９ 】

（ ３ ） ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 用 い た ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ の 処 理

　 次 に 図 １ １ を 用 い て 、 提 示 装 置 １ ０ の 処 理 部 １ ０ １ が 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 用 い て ス

テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ の 処 理 を 行 う 場 合 の 例 を 説 明 す る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ １ に お い て 、 第 ３ の 作 業 者 が 入 力 部 １ １ １ か ら 入 力

し た 処 理 開 始 指 令 を 受 け 付 け 、 サ ー バ ５ ０ に ア ク セ ス し て 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス ５

０ ３ に 格 納 さ れ て い る 画 像 の 読 影 結 果 を 記 し た テ キ ス ト デ ー タ を 患 者 ご と に 取 得 す る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ ２ に お い て 、 上 記 １ ． で 述 べ た 方 法 に し た が っ て 、

取 得 し た テ キ ス ト デ ー タ に 対 し て 前 処 理 を 施 し 、 テ キ ス ト デ ー タ に 含 ま れ る 単 語 群 を ラ ベ
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ル 化 し た ラ ベ ル 化 テ キ ス ト デ ー タ を 生 成 す る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ ３ に お い て 、 Ａ Ｉ デ ー タ ベ ー ス Ａ Ｉ Ｄ Ｂ に 格 納 さ れ

て い る ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 呼 び 出 し 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 に ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ ２ に ラ ベ

ル 化 テ キ ス ト デ ー タ を 入 力 す る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ ４ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ ３ に お い て 入 力 し た

ラ ベ ル 化 テ キ ス ト デ ー タ に 対 す る 結 果 を 取 得 し 、 「 陽 性 」 の ラ ベ ル が 付 さ れ た 患 者 の 骨 内

腫 瘍 に 関 連 す る 画 像 を 抽 出 す る こ と を サ ー バ に 要 求 す る 。

　 人 工 知 能 を 用 い て ０ 次 抽 出 を 行 う こ と に よ り 、 作 業 者 の 診 断 を サ ポ ー ト す る こ と が で き

る 。

【 ０ １ １ ４ 】

（ ４ ） １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 用 い た ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ３ の 処 理

　 図 １ ２ を 用 い て 、 提 示 装 置 １ ０ の 処 理 部 １ ０ １ が 、 １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 用 い て ス テ ッ

プ Ｓ Ｔ ７ １ の 処 理 を 行 う 場 合 の 例 を 説 明 す る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ １ に お い て 、 Ａ Ｉ デ ー タ ベ ー ス Ａ Ｉ Ｄ Ｂ に 格 納 さ れ

て い る １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 を 呼 び 出 し 、 サ ー バ ５ ０ が 抽 出 し た 画 像 を １ 次 抽 出 用 人 工 知 能

に 入 力 す る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ ２ に お い て 、 入 力 し た 画 像 に つ い て 、 例 え ば 、 溶 骨

性 病 変 の 有 無 、 骨 破 壊 割 合 、 脊 髄 後 外 側 の 障 害 の 有 無 、 及 び 脊 柱 管 内 へ の 進 展 の 程 度 よ り

な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 示 す 判 定 ラ ベ ル を 取 得 す る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ ３ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ ２ で 溶 骨 性 病 変 の 有

無 、 骨 破 壊 割 合 、 脊 髄 後 外 側 の 障 害 の 有 無 、 及 び 脊 柱 管 内 へ の 進 展 の 程 度 よ り な る 群 か ら

選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 示 す 判 定 ラ ベ ル に お い て 「 所 見 あ り 」 を 示 す ラ ベ ル が 付 さ れ

た 患 者 を 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 う 患 者 と し て 決 定 す る 。 「 所 見 あ り 」 を 示

す ラ ベ ル は 、 溶 骨 性 病 変 が あ る 場 合 、 骨 破 壊 割 合 が ５ ０ ％ 以 上 を 示 す 場 合 、 脊 髄 後 外 側 の

障 害 が あ る 場 合 、 脊 柱 管 内 へ の 進 展 が ５ ｍ ｍ 以 上 あ る 場 合 に 付 さ れ 得 る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ ４ に お い て 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 っ

た 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 読 影 し た 画 像 と 、 前 記 画 像 の 読 影 結 果 を 示 す デ ー

タ を サ ー バ ５ ０ か ら 取 得 し 、 出 力 部 １ １ ２ に 出 力 し 提 示 す る 。

　 人 工 知 能 を 用 い て １ 次 抽 出 を 行 う こ と に よ り 、 作 業 者 の 診 断 を サ ポ ー ト す る こ と が で き

る 。

【 ０ １ １ ９ 】

（ ５ ） ス ク リ ー ニ ン グ 処 理

　 図 １ ３ を 用 い て 、 提 示 装 置 １ ０ の 処 理 部 １ ０ １ が 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ４ で 行 う ス ク リ ー ニ

ン グ 処 理 の 例 を 説 明 す る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ １ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ ３ に お い て 取 得 さ れ

た 脊 柱 管 内 へ の 進 展 の 程 度 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 示 す 判 定 ラ ベ ル に

基 づ い て 、 あ ら か じ め 定 め ら れ た ス コ ア が 付 さ れ る 。 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス コ ア の 一 部 又 は

複 数 、 好 ま し く は 溶 骨 性 病 変 の 有 無 、 骨 破 壊 割 合 、 脊 髄 後 外 側 の 障 害 の 有 無 、 及 び 脊 柱 管

内 へ の 進 展 の 程 度 す べ て の ス コ ア を 集 計 し 、 ス コ ア リ ン グ 結 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た

、 処 理 部 １ ０ １ は 第 ４ の 作 業 者 に よ る Ｓ Ｉ Ｎ Ｓ ｃ ｏ ｒ ｅ の 入 力 を 受 け 付 け 、 こ れ を 集 計 し

ス コ ア リ ン グ 結 果 を 取 得 し て も よ い 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ １ で 取 得 し た ス コ ア
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リ ン グ 結 果 が 基 準 値 よ り も 高 い か 否 か を 判 定 す る 。 基 準 値 は 、 上 記 １ ． で 述 べ た と お り で

あ り 、 こ れ ら の 基 準 値 は 、 あ ら か じ め ス ク リ ー ニ ン グ プ ロ グ ラ ム １ ０ ４ Ｓ Ｐ の 一 部 と し て

、 記 憶 さ れ て い る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ ２ に お い て 、 ス コ ア リ ン グ 結 果 が 基 準 値 よ り も 高 い

場 合 （ 「 Ｙ ｅ ｓ 」 の 場 合 ） 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ ３ に 進 み 、 「 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能

性 が 高 い 患 者 で あ る 」 と 決 定 す る 。 ま た 、 ス コ ア リ ン グ 結 果 が 基 準 値 よ り も 低 い 場 合 （ 「

Ｎ ｏ 」 の 場 合 ） 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ ４ に 進 み 、 「 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 低 い 患

者 で あ る 」 と 決 定 す る 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ ３ に 続 い て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ ５ に 進 み 、 骨 関 連 事

象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 患 者 の ス コ

ア リ ン グ の 結 果 を 出 力 部 １ １ ２ か ら 出 力 す る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 処 理 部 １ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ ４ に 続 い て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ ６ に 進 み 、 骨 関 連 事

象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 低 い 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 前 記 患 者 の ス コ ア リ ン グ の

結 果 を 出 力 部 １ １ ２ か ら 出 力 し て も よ い 。

　 ス ク リ ー ニ ン グ 処 理 を 提 示 装 置 １ ０ に お い て 行 う こ と に よ り 、 ２ 次 抽 出 に お い て 医 師 の

診 断 を サ ポ ー ト す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

４ ． コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム

　 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ で 上 記 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ４

； ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ４ 及 び ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ ４ ；

ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ４ 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ １ ７ ４ 、 及 び

ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ ４ ； 及 び ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ４ 、

及 び ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ ４ ； ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ７ ４ 、

及 び ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ７ ４ 、 及 び ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ７ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ

Ｔ ３ ７ ６ を 実 行 さ せ 、 コ ン ピ ュ ー タ を 提 示 装 置 １ ０ と し て 機 能 さ せ る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 さ ら に 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム は 、 記 憶 媒 体 等 の プ ロ グ ラ ム 製 品 と し て 提 供 さ れ

う る 。 前 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 等 の 半 導 体 メ

モ リ 素 子 、 光 デ ィ ス ク 等 の 記 憶 媒 体 に 記 憶 さ れ る 。 前 記 記 憶 媒 体 へ の プ ロ グ ラ ム の 記 憶 形

式 は 、 前 記 処 理 部 が 前 記 プ ロ グ ラ ム を 読 み 取 り 可 能 で あ る 限 り 制 限 さ れ な い 。 前 記 記 憶 媒

体 へ の 記 憶 は 、 不 揮 発 性 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ １ ２ ７ 】

５ ． シ ス テ ム の 動 作 の 変 形 例

　 画 像 の 直 接 解 析 と 読 影 後 の 画 像 診 断 報 告 書 の テ キ ス ト を 抽 出 す る ２ つ の 方 法 が あ る 。 そ

れ ぞ れ の 解 析 に 用 い る ア ル ゴ リ ズ ム は 異 な る た め 、 画 像 解 析 Ａ Ｉ と 言 語 処 理 Ａ Ｉ の ２ 種 を

独 立 に 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 画 像 解 析 結 果 に 対 す る 特 徴 量 の 評 価 コ メ ン ト を 創 出 さ

せ て 、 画 像 解 析 か ら 画 像 解 析 報 告 書 を 作 成 す る こ と も で き る が 、 診 断 は 医 師 が 行 う た め 、

Ａ Ｉ 解 析 は あ く ま で 診 断 支 援 と し て 用 い る も の で あ る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

（ １ ） 画 像 抽 出 の 場 合 ： Ｘ 線 、 Ｃ Ｔ 、 Ｍ Ｒ Ｉ 、 骨 シ ン チ グ ラ フ ィ ー 、 Ｆ Ｄ Ｇ － Ｐ Ｅ Ｔ ／ Ｃ

Ｔ な ど の 画 像 で 特 徴 量 の 抽 出 が 良 好 な 画 像 を 教 師 デ ー タ と し て 用 い る 。 特 徴 量 と し て は 、

局 所 の 骨 吸 収 あ る い は 骨 形 成 を 反 映 し た 異 常 陰 影 、 骨 梁 構 造 の 破 壊 像 な ど に 注 目 す る 。 脊

椎 は 好 発 部 位 で あ り 、 椎 弓 根 の 破 壊 像 が 特 徴 的 な 所 見 と な る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 画 像 処 理 に 用 い る 深 層 学 習 は 、 画 像 処 理 に 適 し た ネ ッ ト ワ ー ク で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ

な い が 、 Ｃ Ｎ Ｎ が 望 ま し い 。 例 え ば 、 Ｒ ｅ ｓ Ｎ ｅ ｔ ， Ｇ ｏ ｏ ｇ Ｌ ｅ Ｎ ｅ ｔ ， Ｖ Ｇ Ｇ ， Ａ ｌ

ｅ ｘ Ｎ ｅ ｔ な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 教 師 デ ー タ に 用 い る 画 像 は 、 特 徴 量 抽 出 に 適 し た よ
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う に 、 鮮 明 で 色 調 や 濃 淡 も 判 別 で き る よ う に 、 品 質 管 理 さ れ た 機 器 と 手 順 で 行 う こ と が 重

要 で あ る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

（ ２ ） テ キ ス ト デ ー タ 抽 出 の 場 合 ： 医 用 画 像 の 内 容 を 「 自 然 言 語 」 に 置 き 換 え ら れ た 画 像

診 断 報 告 書 を タ ー ゲ ッ ト と し て 、 解 析 を 行 う 。 画 像 所 見 に 対 す る Ａ Ｉ の 学 習 の 前 処 理 と し

て 、 文 章 に 対 す る 形 態 素 解 析 が 必 要 と な る 。 形 態 素 解 析 と は 辞 書 を 参 考 に 文 章 を 「 名 詞 」

、 「 動 詞 」 、 「 助 詞 」 な ど に 言 語 の 最 小 要 素 に 分 割 す る 手 法 で あ る 。 一 方 で 、 医 療 用 語 に

特 化 し て い な い 辞 書 を 用 い た 場 合 、 例 え ば 「 大 腿 骨 転 移 」 と い う 語 は 「 大 腿 骨 」 、 「 転 移

」 と な っ て 欲 し い と こ ろ 、 「 大 腿 」 、 「 骨 」 、 「 転 移 」 の よ う な 過 剰 な 分 割 と な り 、 最 終

的 な 予 測 に 不 都 合 が 生 じ る 可 能 性 が あ り 、 医 療 文 章 に 対 す る 辞 書 整 備 が 必 要 と な る 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 Ａ Ｉ に よ る 画 像 所 見 の 学 習 に は 深 層 学 習 の １ 種 で あ る Ｒ Ｎ Ｎ で あ る Ｌ Ｓ Ｔ Ｍ （ Ｌ ｏ ｎ ｇ

　 ｓ ｈ ｏ ｒ ｔ － ｔ ｅ ｒ ｍ 　 ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） 、 及 び Ｂ ａ ｇ － ｏ ｆ － Ｗ ｏ ｒ ｄ ｓ モ デ ル が 挙 げ

ら れ る 。 画 像 所 見 に 対 し て 整 備 し た 辞 書 を 用 い て 形 態 素 解 析 を 行 っ た 後 に 、 Ａ Ｉ に １ 次 抽

出 さ れ た ／ さ れ な か っ た 所 見 に 含 ま れ る 形 態 素 群 を 学 習 さ せ 、 予 測 モ デ ル の 構 築 を 行 う 。

２ つ の モ デ ル の う ち 予 測 精 度 、 速 度 の 観 点 か ら 優 れ た モ デ ル を 採 用 す る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 Ａ Ｉ 学 習 、 予 測 モ デ ル の 構 築 後 は 、 新 規 症 例 に 対 し て Ａ Ｉ に よ る 自 動 症 例 抽 出 な ら び に

放 射 線 腫 瘍 医 、 整 形 外 科 医 に よ る １ 次 抽 出 、 ２ 次 抽 出 （ ス コ ア リ ン グ ） も 継 続 し て 行 い 、

Ａ Ｉ に よ る 抽 出 精 度 の 検 証 を 行 う 。 Ａ Ｉ と 実 際 の 抽 出 の 差 は Ａ Ｉ に フ ィ ー ド バ ッ ク し 、 更

な る Ａ Ｉ の 成 長 を 促 さ せ る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 図 １ ４ を 用 い て シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 動 作 の 変 形 例 を 説 明 す る 。

　 医 療 機 関 １ は 、 患 者 が 受 診 し 、 医 師 に よ る 診 察 を 受 け る 機 関 で あ る 。 医 療 機 関 １ は 、 有

線 又 は 無 線 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て サ ー バ ５ ０ と 通 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 サ ー バ ５ ０

に は 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ が 格 納 さ れ て お り 、 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ は 、 患

者 情 報 を 示 す デ ー タ 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ 、 検 査 依 頼 内 容 を 示 す デ ー タ 等 を 含 み 得 る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 サ ー バ ５ ０ に 格 納 さ れ て い る 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ １ 内 の デ ー タ は 、 医 療 機 関 １ の

診 療 科 端 末 １ ｔ に 各 患 者 の 電 子 カ ル テ 情 報 と し て 読 み 込 み 可 能 で あ る 。 医 療 機 関 １ に お い

て 、 第 １ 作 業 者 が 患 者 の 画 像 検 査 を 行 っ た 方 が よ い と 判 断 し た 場 合 、 診 療 科 端 末 １ ｔ に 読

み 込 ま れ た 患 者 の 電 子 カ ル テ 内 か ら 画 像 検 査 を 依 頼 す る こ と が で き る 。 検 査 依 頼 内 容 は 、

診 療 科 端 末 １ ｔ か ら 入 力 さ れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 医 療 機 関 １ 内 の 放 射 線 検 査 部 に 送 ら

れ る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ １ ） 。 こ の 要 求 は サ ー バ ５ ０ を 通 し て （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ １ ） 画 像 診

断 端 末 に 送 ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ １ ） 、 画 像 が 取 得 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ ２ ） 。 撮 像 さ

れ た 画 像 デ ー タ は 、 サ ー バ ５ ０ に 送 信 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ５ ３ ） 、 サ ー バ ５ ０ が こ れ を 受

信 し 、 患 者 の 電 子 カ ル テ に 含 ま れ る 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ の 一 つ と し て 、 病 院 情 報 デ ー タ

ベ ー ス ５ ０ １ に 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 結 び つ け て 格 納 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ２ ） 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 第 ２ の 作 業 者 が 、 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ 内 に 格 納 さ れ た 、 患

者 の 検 査 画 像 の 読 影 を 行 う 。 第 ２ の 作 業 者 は 、 有 線 又 は 無 線 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 画 像

診 断 端 末 ４ ０ か ら 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ 内 に 格 納 さ れ た 画 像 デ ー タ に ア ク セ ス す る

。 第 ２ の 作 業 者 は 、 表 示 さ れ た 画 像 の 読 影 を 行 い 、 そ の 結 果 を テ キ ス ト デ ー タ と し て サ ー

バ ５ ０ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ３ ） 。 サ ー バ ５ ０ は 、 読 影 結 果 を 受 信 し 、 読 影 し た 画

像 、 及 び そ の 画 像 が 撮 像 さ れ た 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 紐 付 け て 、 各 画 像 の 画 像 診

断 報 告 書 デ ー タ と し て サ ー バ ５ ０ 内 の 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ に 格 納 す る （ ス テ ッ プ

Ｓ Ｔ ４ ４ ） 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 図 ５ に 戻 り 、 さ ら に シ ス テ ム １ ０ ０ ０ の 動 作 を 説 明 す る 。 放 射 線 腫 瘍 医 等 の ユ ー ザ は 、

有 線 又 は 無 線 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 提 示 装 置 １ ０ か ら サ ー バ ５ ０ の 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー
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ス ５ ０ ２ に ア ク セ ス す る 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 サ ー バ ５ ０ に 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ に

格 納 さ れ て い る 読 影 結 果 の テ キ ス ト デ ー タ 内 に 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ ー タ を 含 む

画 像 の 抽 出 を 要 求 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ １ ） 。 サ ー バ ５ ０ は 、 画 像 の 抽 出 を 行 い 、 抽 出 し

た 画 像 を デ ー タ と し て 提 示 装 置 １ ０ に 送 信 す る か 、 ブ ラ ウ ザ を 介 し て 提 示 装 置 １ ０ に 表 示

す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ２ ） 。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 提 示 装 置 １ ０ に は Ａ Ｉ 支 援 解 析 シ ス テ ム が 連 結 さ れ 、 必 要 に 応 じ て Ａ Ｉ 診 断 支 援 を 行 う

こ と が で き る 。 提 示 装 置 内 で Ａ Ｉ 解 析 結 果 が 表 示 で き る ほ か 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て サ ー

バ 内 情 報 の Ａ Ｉ 解 析 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 Ａ Ｉ 解 析 シ ス テ ム は 画 像 判 定 で あ れ ば 、 Ｃ

Ｎ Ｎ を 中 心 と し た 深 層 学 習 で 教 師 画 像 デ ー タ に 照 ら し て 、 骨 腫 瘍 病 変 領 域 を 表 示 す る こ と

が で き る 。 ま た 、 病 院 情 報 デ ー タ ベ ー ス や 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス か ら Ａ Ｉ 解 析 支 援

シ ス テ ム に ア ク セ ス す る 場 合 は 、 自 然 言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム に よ っ て 、 過 去 の 類 似 情 報 を 検

索 し て 抽 出 す る こ と が で き 、 病 態 予 後 や 治 療 履 歴 情 報 を 収 集 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

　 放 射 線 腫 瘍 医 等 の 専 門 医 が 、 抽 出 さ れ た 画 像 を 精 査 し 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性

を 疑 う 患 者 の 抽 出 を 行 う 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ 、 読

影 さ れ た 画 像 、 及 び 画 像 の 読 影 結 果 を 示 す デ ー タ を 含 む 画 像 診 断 報 告 書 デ ー タ を 提 示 す る

。

【 ０ １ ３ ９ 】

　 提 示 さ れ た 画 像 診 断 報 告 書 デ ー タ に 基 づ い て 、 整 形 外 科 医 等 の 第 ３ の 作 業 者 が ス コ ア リ

ン グ を 行 い 、 そ の 結 果 に 基 づ い て 、 高 ス コ ア 患 者 を 抽 出 す る 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 ス コ ア リ

ン グ に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 氏 名 又 は 患 者 Ｉ Ｄ と 、 ス コ ア リ ン グ の 結 果 と を 、 抽 出 結

果 と し て サ ー バ ５ ０ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ４ ） 。 サ ー バ ５ ０ は 、 受 診 し た ス コ ア リ

ン グ に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 氏 名 又 は 患 者 Ｉ Ｄ に 基 づ い て 、 前 記 患 者 の ス コ ア リ ン グ

の 結 果 を 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ

と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と 紐 付 け 、 骨 関 連 事 象 患 者 デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ３ に 格 納 す る （ ス

テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ５ ） 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 ス コ ア リ ン グ に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 読 影 結 果 は 、 患 者 の 骨 関 連 事 象 情 報 と し て 、 第 ３

の 作 業 者 を 介 し て 、 あ る い は 、 電 子 カ ル テ を 介 し て 、 第 １ 作 業 者 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る

。

【 ０ １ ４ １ 】

　 画 像 の 抽 出 ・ 送 信 ・ 表 示 は Ａ Ｉ 支 援 シ ス テ ム の 画 像 解 析 Ａ Ｉ で 解 析 す る こ と が で き る 。

ま た 、 ス コ ア リ ン グ の 評 価 は 、 Ａ Ｉ 支 援 シ ス テ ム の ス コ ア 解 析 Ａ Ｉ で 解 析 す る こ と が で き

る 。 こ れ ら は 連 結 し て 稼 働 さ せ る こ と も 可 能 で 、 そ の 場 合 は 、 画 像 読 影 結 果 の 統 合 評 価 を

Ａ Ｉ 支 援 シ ス テ ム の 統 合 解 析 Ａ Ｉ で 解 析 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ２ 】

　 Ａ Ｉ は 、 有 線 又 は 無 線 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 提 示 装 置 １ ０ か ら サ ー バ ５ ０ の 画 像 情 報

デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ２ に ア ク セ ス す る 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 サ ー バ ５ ０ に 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー

ス ５ ０ ２ に 格 納 さ れ て い る 読 影 結 果 の テ キ ス ト デ ー タ 内 に 骨 内 腫 瘍 に 関 連 す る テ キ ス ト デ

ー タ を 含 む 画 像 読 影 結 果 の 抽 出 を 要 求 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ８ １ ） 。 サ ー バ ５ ０ は 、 画 像 読

影 結 果 の 抽 出 を 行 い 、 抽 出 し た 画 像 読 影 結 果 を デ ー タ と し て 提 示 装 置 １ ０ に 送 信 す る か 、

ブ ラ ウ ザ を 介 し て 提 示 装 置 １ ０ に 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ８ ２ ） 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 Ａ Ｉ が 、 抽 出 さ れ た 画 像 読 影 結 果 を 精 査 し 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 を 疑 う 患 者

の 抽 出 を 行 う 。 提 示 装 置 １ ０ は 、 第 ３ の 作 業 者 か ら の 抽 出 結 果 を 受 け 付 け （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ

８ ３ ） 、 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ 、 読 影 さ れ た 画 像 と 紐 付 け て 画 像 の 読 影

結 果 を 示 す デ ー タ を 含 む 画 像 診 断 報 告 書 デ ー タ を 提 示 す る 。

【 ０ １ ４ ４ 】

　 提 示 さ れ た 画 像 診 断 報 告 書 デ ー タ に 基 づ い て 、 Ａ Ｉ が 上 記 １ の ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ で 述 べ た
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ス コ ア リ ン グ を 行 い 、 ス コ ア リ ン グ の 結 果 に 基 づ い て 、 高 ス コ ア 患 者 を 抽 出 す る 。 提 示 装

置 １ ０ は 、 Ａ Ｉ に よ る 抽 出 結 果 の 入 力 を 受 け 付 け る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ８ ４ ） 。 提 示 装 置 １ ０

が 、 Ａ Ｉ か ら ス コ ア リ ン グ の 結 果 を 受 け 付 け る 際 に 表 示 す る ダ イ ア ロ グ の 例 を 示 す 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 ま た 、 提 示 装 置 １ ０ は 、 ス コ ア リ ン グ に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 氏 名 又 は 患 者 Ｉ Ｄ と

、 ス コ ア リ ン グ の 結 果 と を 、 抽 出 結 果 と し て サ ー バ ５ ０ に 送 信 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ６ ５ ）

。 サ ー バ ５ ０ は 、 受 診 し た ス コ ア リ ン グ に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 患 者 氏 名 又 は 患 者 Ｉ Ｄ に

基 づ い て 、 前 記 患 者 の ス コ ア リ ン グ の 結 果 を 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ

リ ス ク 患 者 の 患 者 情 報 を 示 す デ ー タ と 、 臨 床 所 見 を 示 す デ ー タ と 紐 付 け 、 骨 関 連 事 象 患 者

デ ー タ ベ ー ス ５ ０ ３ に 格 納 す る （ ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ５ ） 。

【 ０ １ ４ ６ 】

６ ． 効 果 の 検 証

６ － １ ． 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 の 提 示

　 2018年 11月 か ら 本 発 明 の シ ス テ ム 運 用 開 始 し 、 表 １ に 示 す 人 数 の 患 者 を 抽 出 し た 。

【 ０ １ ４ ７ 】

【 表 １ 】

【 ０ １ ４ ８ 】

　 本 発 明 の シ ス テ ム で 抽 出 さ れ た 患 者 が 、 シ ス テ ム で 抽 出 さ れ た 時 に 、 実 際 に 骨 関 連 事 象

の 予 防 、 又 は 治 療 等 の 処 置 を 行 う た め に 整 形 外 科 、 又 は 放 射 線 科 を 診 療 科 を 受 診 し て い た

か 否 か を 表 ２ に 示 す 。

【 ０ １ ４ ９ 】

【 表 ２ 】

【 ０ １ ５ ０ 】

　 ２ 次 抽 出 に よ り 抽 出 さ れ た 患 者 の 内 、 ２ ０ １ ８ 年 １ １ 月 に 抽 出 し た １ 名 と 、 ２ ０ １ ９ 年

２ 月 に 抽 出 し た １ 名 は 、 本 発 明 の シ ス テ ム で ピ ッ ク ア ッ プ さ れ た 際 、 ま だ 骨 関 連 事 象 の 処

置 の た め の 受 診 を し て い な か っ た 。

　 こ の こ と か ら 、 本 発 明 は 、 骨 関 連 事 象 の 検 出 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 よ り 早 い 段 階

で 骨 関 連 事 象 の 処 置 が 必 要 な 患 者 を ス ク リ ー ニ ン グ で き る こ と が 示 さ れ た 。

【 ０ １ ５ １ 】

　 ２ 次 抽 出 に よ り 抽 出 さ れ た 、 骨 関 連 事 象 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が 高 い ハ イ リ ス ク 患 者 は 、

ほ ぼ 全 員 骨 関 連 事 象 の 治 療 的 処 置 の た め の 受 診 に 移 行 さ れ た 。 従 来 は 、 こ こ ま で の 高 リ ス

ク 患 者 を 系 統 的 に 抽 出 ・ 提 示 す る こ と が で き な か っ た 。 本 発 明 に よ り 、 骨 関 連 事 象 の 高 リ
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ス ク 患 者 の 検 出 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 よ り 早 い 段 階 で 骨 関 連 事 象 の 治 療 に 移 行 で き

る こ と が 示 さ れ た 。

【 ０ １ ５ ２ 】

　 本 発 明 は 、 が ん 骨 転 移 や 骨 内 腫 瘍 の た め に 、 病 的 骨 折 や 神 経 麻 痺 等 の 患 者 予 後 に 重 大 な

支 障 を も た ら す 骨 関 連 事 象 （ SRE） の 検 出 の た め に 、 系 統 的 な 介 入 と 高 リ ス ク 患 者 の 抽 出

が で き 、 早 期 の 治 療 的 処 置 を 可 能 に す る も の で あ る 。

【 ０ １ ５ ３ 】

６ － ２ ． ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 性 能 評 価

　 医 師 に よ っ て キ ー ワ ー ド で 抽 出 さ れ た 2019年 2月 か ら 2019年 8月 の 1000件 の 画 像 所 見 を 用

い て 、 上 記 １ ． に 記 載 の 方 法 で 訓 練 し た ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 精 度 、 感 度 、 特 異 度 を 評 価

し た 。

【 ０ １ ５ ４ 】

　 は じ め に 訓 練 デ ー タ 数 に よ る ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 性 能 の 違 い を 評 価 し た 。 訓 練 デ ー タ

数 は 、 100、 200、 400、 又 は 600件 と し 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 性 能 の 検 証 を 行 っ た 。 訓 練

デ ー タ の う ち 30%は 検 証 用 に 使 用 し た 。 解 析 デ ー タ は 、 100件 を ホ ー ル ド ア ウ ト 法 に よ り 4

セ ッ ト 抽 出 し 、 各 セ ッ ト の 精 度 、 感 度 、 特 異 度 を ROC曲 線 か ら 求 め た 。 さ ら に 、 こ れ ら の

値 の 平 均 値 及 び 標 準 偏 差 を 求 め た 。 人 工 知 能 の 訓 練 に は 基 本 ソ フ ト ウ エ ア と し て Mathwork

s社 の M ATLAB（ 商 標 ） を 使 用 し た 。

【 ０ １ ５ ５ 】

　 そ の 結 果 を 、 図 １ ５ に 示 す 。 訓 練 デ ー タ 数 が ６ ０ ０ 件 の 場 合 に は 、 精 度 、 感 度 、 特 異 度

と も に ば ら つ き が 少 な く 良 好 で あ る こ と が 示 さ れ た 。

【 ０ １ ５ ６ 】

次 に 、 訓 練 デ ー タ 数 を 900件 と し 、 ０ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 性 能 の 検 証 を 行 っ た 。 訓 練 デ ー

タ の う ち 30%は 検 証 用 に 使 用 し た 。 解 析 デ ー タ は 、 100件 を ホ ー ル ド ア ウ ト 法 に よ り 決 定 し

た 。

【 ０ １ ５ ７ 】

　 図 １ ６ に 、 訓 練 デ ー タ 数 を 900件 と し た 場 合 の 、 ROC曲 線 を 示 す 。 精 度 0.91、 感 度 0.84、

特 異 度 0.98、 A UC値 0.95と 非 常 に 良 好 で あ っ た 。

【 ０ １ ５ ８ 】

６ － ３ ． １ 次 抽 出 用 人 工 知 能 の 性 能 評 価

　 上 記 １ ． で 述 べ た よ う に 、 溶 骨 性 病 変 の 有 無 、 骨 破 壊 割 合 （ カ ッ ト オ フ 値 50％ ） 、 後 外

側 の 障 害 の 有 無 、 脊 柱 管 内 進 展 の 程 度 （ カ ッ ト オ フ 値 5 m m） を 指 標 と し て 、 医 師 が 椎 体 の

CT画 像 に 対 し て 評 価 を 行 っ た 。 訓 練 用 検 査 画 像 デ ー タ と し て 122名 分 の 椎 体 の CT画 像 デ ー

タ を 使 用 し た 。 内 訳 は 、 正 常 検 査 画 像 デ ー タ 1000枚 、 骨 転 移 所 見 が あ る 検 査 画 像 デ ー タ 87

6枚 で あ る 。 解 析 用 検 査 画 像 デ ー タ は 、 20名 分 の CT検 査 画 像 デ ー タ を 使 用 し た 。 内 訳 は 、

正 常 10名 （ CT画 像 デ ー タ 1405枚 ） の 撮 像 範 囲 内 の す べ て の 椎 体 CT画 像 デ ー タ 、 骨 転 移 患 者

10名 （ CT画 像 デ ー タ 59枚 ） の 骨 転 移 部 の 椎 体 CT画 像 デ ー タ で あ る 。 人 工 知 能 は CN Nを 使 用

し 、 転 移 学 習 で 訓 練 し た 。 ソ フ ト ウ エ ア は 、 Mathworks社 の M ATLAB（ 商 標 ） を 使 用 し た 。

【 ０ １ ５ ９ 】

　 正 答 率 は 、 以 下 の と お り で あ り 、 概 ね 良 好 で あ っ た 。

　 　 （ １ ） 溶 骨 性 病 変 の 有 無

　 　 　 　 　 　 正 常 ： 95.9％ （ 1347/1405） ， 骨 転 移 ： 74.6％ （ 44/59）

　 　 （ ２ ） 骨 破 壊 割 合

　 　 　 　 　 　 骨 転 移 ： 20.3％ （ 12/59）

　 　 （ ３ ） 後 外 側 の 障 害 （ 有 り /無 し ）

　 　 　 　 　 　 骨 転 移 ： 89.8％ （ 53/59）

　 　 （ ４ ） 脊 柱 管 内 進 展 の 程 度

　 　 　 　 　 　 骨 転 移 ： 71.2％ （ 42/59）

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ６ ０ 】
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１ ０ 　 提 示 装 置

１ ｔ ， ２ ｔ ， ３ ｔ 　 診 療 科 端 末

５ ０ 　 サ ー バ

４ ０ 　 画 像 診 断 端 末

５ ０ ２ 　 画 像 情 報 デ ー タ ベ ー ス

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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